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一
．
は
じ
め
に

　

筆
者
は
、
本
紀
要
の
第
八
号
（
二
〇
一
二
年
三
月
）
に
、
サ

ミ
ュ
エ
ル
・
ヘ
ー
ズ
レ
ッ
ト
（Sam

uel H
easlett

）
主
教
の
獄

中
記
『
日
本
の
監
獄
か
ら
』
を
、
北
條
鎮
雄
氏
と
の
連
名
で
翻

訳
、
掲
載
し
た
。
こ
の
体
験
記
は
、
太
平
洋
戦
争
勃
発
の
当
日

に
、
晴
天
の
霹
靂
の
よ
う
に
、
本
人
に
も
そ
の
理
由
が
不
明
の
ま

ま
に
逮
捕
・
収
監
さ
れ
た
ヘ
ー
ズ
レ
ッ
ト
師
の
驚
き
か
ら
始
ま
っ

て
い
る
。
満
四
か
月
に
お
よ
ぶ
監
房
で
の
生
活
の
不
安
、
取
調
官

の
高
圧
的
な
態
度
に
よ
る
理
不
尽
な
尋
問
、
体
調
の
悪
化
を
伴
っ

た
絶
望
感
な
ど
、
高
齢
（
収
監
時
六
六
歳
）
の
主
教
が
体
験
し
た

獄
中
生
活
の
様
子
は
、
こ
の
獄
中
記
に
余
す
と
こ
ろ
な
く
記
さ
れ

て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
逮
捕
・
収
監
と
い
う
事
態
は
、
ヘ
ー
ズ
レ
ッ
ト
主

教
が
遭
遇
し
た
試
練
の
最
た
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
し
か
し
、
同

師
の
主
教
と
し
て
の
在
任
期
間
（
一
九
二
二
年
～
四
〇
年
）
は
、

全
体
を
通
し
て
様
々
な
難
題
と
試
練
の
連
続
で
あ
っ
た
。
特
に
そ

の
後
半
は
、
日
本
聖
公
会
に
と
っ
て
、
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ

リ
カ
、
カ
ナ
ダ
各
聖
公
会
か
ら
日
本
へ
派
遣
さ
れ
て
き
た
宣
教
師

た
ち
に
と
っ
て
、
布
教
開
始
以
来
最
も
厳
し
い
時
代
で
あ
っ
た
。

日
に
日
に
偏
狭
な
超
国
家
主
義
の
色
彩
を
強
め
、
国
際
的
な
孤
立

の
道
を
歩
む
日
本
の
政
治
・
社
会
状
況
が
、
キ
リ
ス
ト
教
を
圧
迫

し
追
い
つ
め
、
そ
の
存
立
を
危
う
く
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
尤

も
、「
日
本
」
と
い
う
国
家
が
キ
リ
ス
ト
教
に
立
ち
は
だ
か
っ
て
、

こ
れ
を
排
除
も
し
く
は
そ
の
体
制
に
併
呑
さ
せ
よ
う
と
す
る
動
き

は
、
こ
の
時
代
に
激
化
し
た
と
は
い
え
、
日
本
へ
の
宣
教
開
始
以

〔
研
究
ノ
ー
ト
〕

サ
ミ
ュエ
ル
・
ヘ
ー
ズ
レ
ッ
ト
主
教
の
日
本
で
の
活
動
の
背
景
と
収
監
の
要
因

　
　
Ａ
・ハ
ミ
ッ
シュ・
ア
イ
オ
ン
氏
お
よ
び
塚
田
理
氏
の
所
論
を
中
心
に　
　

松 

平 

信 

久
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来
、
潜
在
、
も
し
く
は
時
代
を
追
っ
て
顕
在
化
し
、
種
々
の
姿
で

存
在
し
続
け
て
き
て
い
た
。

　

カ
ナ
ダ
の
歴
史
学
者
、
Ａ
・
ハ
ミ
ッ
シ
ュ
・
ア
イ
オ
ン

（IO
N

, A
ndrew

 H
am

ish

）
氏
は
、
日
本
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト

教
宣
教
に
関
わ
る
諸
課
題
を
、
主
と
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
聖
公
会
や

そ
の
宣
教
機
関
か
ら
派
遣
さ
れ
た
宣
教
師
側
の
資
料
や
視
点
か
ら

点
検
し
論
及
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
研
究
ノ
ー
ト
で
は
、
同
氏
の

所
論
に
依
拠
し
な
が
ら
聖
公
会
の
宣
教
史
の
課
題
を
点
描
し
、

ヘ
ー
ズ
レ
ッ
ト
主
教
の
諸
経
験
の
特
質
と
背
景
に
つ
い
て
、
考
察

を
加
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

ア
イ
オ
ン
氏
は
、
カ
ナ
ダ
の
オ
ン
タ
リ
オ
州
キ
ン
グ
ス
ト
ン

（K
ingston, O

ntario

）
に
あ
る
カ
ナ
ダ
王
立
防
衛
大
学
校

（T
he Royal M

ilitary College

）
歴
史
学
部
名
誉
教
授
で
あ

り
、
中
国
、
日
本
、
中
東
の
各
国
史
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ   
＝
カ
ナ
ダ
関

係
史
な
ど
の
研
究
者
で
あ
る
。
そ
の
研
究
の
一
環
と
し
て
日
本
を

は
じ
め
と
し
た
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
外
国
人
宣
教
師
の
経
歴
や
働

き
に
つ
い
て
精
力
的
に
論
文
を
発
表
し
て
い
る
。
こ
の
研
究
ノ
ー

ト
で
参
照
、
引
用
す
る
同
氏
の
著
書
や
論
文
は
、T

he Cross 
and the R

ising Sun, V
olum

e 2  T
he British Protestant 

M
issionary M

ovem
ent in Japan, K

orea and T
aiw

an, 
1865-1945

（
以
下
ア
イ
オ
ン
①
と
表
記
）、For the T

rium
ph 

of the C
ross: A

 Survey of the B
ritish M

issionary 
M

ovem
ent in Japan, 1869-1945

（
ア
イ
オ
ン
②
）、
②
の
日

本
語
版
：
光
永
雅
明
訳
「
十
字
架
の
勝
利
の
た
め
に　

英
国
に
よ

る
対
日
布
教
活
動
の
概
観
（
一
八
六
九
～
一
九
四
五
年
）」（
ア
イ

オ
ン
③
）、
お
よ
び
、
Ｈ
・
コ
ー
タ
ッ
ツ
ィ
（H

ugh Cortazzi

）

編
に
よ
る
『
伝
記
的
肖
像
シ
リ
ー
ズ
』
の
41
に
収
め
ら
れ
た

SA
M

u
e

l H
e

A
Sle

T
T

, 1875-1947: M
issionary and 

Bishop

（
ア
イ
オ
ン
④
）
で
あ
る
。
ア
イ
オ
ン
①
で
は
、
日
本
が

併
合
・
領
有
し
た
韓
国
、
台
湾
で
の
布
教
を
含
め
た
日
本
の
宣
教

活
動
の
歩
み
が
詳
述
さ
れ
、
②
（
③
）
で
は
、
よ
り
焦
点
化
し

た
、
英
国
に
よ
る
対
日
布
教
活
動
の
状
況
が
、
や
や
批
判
的
に
概

観
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
④
で
は
、
ヘ
ー
ズ
レ
ッ
ト
師
が
、
南
東

京
地
方
部
主
教
、
日
本
聖
公
会
総
会
議
長
と
し
て
の
職
務
を
遂
行

す
る
に
あ
た
っ
て
そ
の
背
景
と
な
っ
た
、
母
国
イ
ギ
リ
ス
の
二
つ

の
宣
教
協
会
の
動
向
や
、
ア
メ
リ
カ
ン
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
の
対
応
、

日
本
聖
公
会
の
邦
人
主
教
と
の
関
係
な
ど
に
つ
い
て
興
味
深
い
考

察
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

以
上
に
加
え
て
、
本
稿
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
宣
教
協
会
の
特
質

や
、
日
本
の
国
家
主
義
体
制
と
キ
リ
ス
ト
教
と
の
関
係
に
つ
い

て
、
塚
田
理
氏
注
①
の
以
下
の
論
考
に
多
く
を
負
っ
て
い
る
。

　
『
日
本
聖
公
会
の
形
成
と
課
題
』（
以
下
、
塚
田
①
と
表
記
）、

『
天
皇
制
下
の
キ
リ
ス
ト
教　
　

日
本
聖
公
会
の
戦
い
と
苦
難
』

（
塚
田
②
）、『
初
期
日
本
聖
公
会
の
形
成
と
今
井
寿
道
』（
塚
田

③
）、『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
宗
教
』（
塚
田
④
）（
以
上
の
、
ア
イ
オ

ン
氏
、
塚
田
氏
の
著
書
や
論
考
に
つ
い
て
の
詳
し
い
書
誌
は
、
文
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末
の
「
一
四
．
引
用
・
参
考
文
献
」
に
記
載
し
た
）

　

な
お
、
本
ノ
ー
ト
で
引
用
・
参
照
し
て
い
る
、
原
文
が
英
文
の

書
簡
、
報
告
な
ど
は
、
ほ
と
ん
ど
、
塚
田
②
、
③
や
、「
ア
イ
オ

ン
①
～
④
」
か
ら
の
再
引
用
で
あ
る
こ
と
を
予
め
お
断
り
お
き
た

い
。
ま
た
、「
監
督
」「
長
老
」
な
ど
、
日
本
聖
公
会
で
か
つ
て
用

い
ら
れ
て
い
た
聖
職
名
は
、
本
稿
で
は
、
引
用
部
分
な
ど
を
除
い

て
は
、「
主
教
」「
司
祭
」
な
ど
現
行
の
職
名
を
用
い
て
い
る
。

注
① 　

日
本
に
お
け
る
ア
ン
グ
リ
カ
ン
神
学
の
第
一
人
者
。
立
教
大
学
、
聖
公

会
神
学
院
を
卒
業
後
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
で
学
ぶ
。
聖
公
会
神
学

院
教
授
、
立
教
大
学
教
授
、
同
総
長
、
立
教
学
院
院
長
な
ど
を
歴
任
。

二
．
日
本
に
お
け
る
ヘ
ー
ズ
レ
ッ
ト
師
の
経
歴

　

ヘ
ー
ズ
レ
ッ
ト
師
の
履
歴
に
つ
い
て
は
、
先
述
の
獄
中
記
の
翻

訳
の
際
に
詳
述
し
た
が
注
①
、
こ
こ
で
は
師
の
来
日
以
来
の
足
跡

に
つ
い
て
再
確
認
し
て
お
こ
う
。

　

同
師
は
、
一
九
〇
〇
（
明
治
三
三
）
年
に
、
Ｃ
Ｍ
Ｓ
（
後
述
）

に
所
属
す
る
宣
教
師
と
し
て
来
日
し
た
。
日
本
在
任
の
前
半
に
あ

た
る
二
二
年
間
は
、
徳
島
県
、
千
葉
県
（
館
山
聖
ア
ン
デ
レ
教

会
、
安
房
大
貫
キ
リ
ス
ト
教
会
）
な
ど
で
の
宣
教
・
牧
会
活
動

と
、
そ
れ
に
続
く
、
聖
公
会
神
学
院
で
の
聖
職
者
養
成
の
任
務
に

携
わ
っ
た
。
聖
公
会
神
学
院
（
一
九
一
一
・
明
治
四
四
年
設
立
）

へ
の
赴
任
の
時
期
は
、
そ
の
学
院
の
草
創
期
で
、
師
の
同
僚
の
教

授
陣
は
、
初
代
・
今
井
寿
道
校
長
の
下
、
日
本
人
、
お
よ
び
、
ア

メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
宣
教
師
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。
そ
の

中
に
は
、
日
本
人
神
学
生
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
Ｈ
・
Ｈ
・
ケ

リ
ー（H

erbert H
am

ilton K
elly

）
神
父
注
②
も
含
ま
れ
て
い
る
。

そ
の
間
、
第
一
次
世
界
大
戦
（
一
九
一
四
年
か
ら
一
八
年
）
の
終

末
期
に
、
中
国
人
の
労
働
隊
注
③
の
将
校
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
で
三

年
間
注
④
勤
務
し
た
。
日
本
に
戻
っ
て
間
も
な
く
、
一
九
二
二

（
大
正
一
一
）年
に
Ｃ
・
ボ
ウ
フ
ラ
ワ
ー（Cecil Boutflow

er

）注
⑤

師
の
後
を
継
い
で
南
東
京
地
方
部
（
後
の
南
東
京
教
区
を
経
て
、

現
在
の
横
浜
教
区
）
主
教
に
就
任
し
、
一
九
四
〇
年
一
〇
月
ま
で

そ
の
任
に
あ
っ
た
。
そ
の
時
期
の
最
初
の
数
年
間
は
、
神
戸
、
北

海
道
両
地
方
部
の
専
任
主
教
が
空
席
で
あ
っ
た
た
め
に
、
そ
の
管

理
主
教
も
務
め
た
。
さ
ら
に
、
一
九
三
三
年
か
ら
三
八
年
ま
で
、

日
本
聖
公
会
を
代
表
す
る
立
場
で
あ
る
、
日
本
聖
公
会
総
会
議
長

や
主
教
会
議
長
（
現
在
の
首
座
主
教
に
あ
た
る
）
と
し
て
の
重
責

を
担
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
師
の
在
日
期
間
の
後
半
は
、
主
教
と

し
て
の
職
責
を
果
た
す
た
め
の
約
二
〇
年
間
で
あ
っ
た
。

　

一
九
四
一
年
一
二
月
八
日
に
逮
捕
・
収
監
さ
れ
て
取
り
調
べ
を

受
け
た
後
、
一
九
四
二
年
の
四
月
八
日
に
釈
放
さ
れ
、
そ
の
年
の

七
月
に
交
換
船
で
帰
国
し
た
。
終
戦
後
、
一
九
四
六
年
に
、
日
本

の
教
会
へ
の
激
励
、
復
興
状
況
の
視
察
と
支
援
策
の
模
索
の
た
め

に
、
イ
ギ
リ
ス
聖
公
会
派
遣
特
使
と
し
て
再
来
日
。
一
九
四
七
年
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（
昭
和
二
二
）
年
一
〇
月
一
六
日
に
、
補
佐
主
教
を
務
め
て
い
た
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
中
部
の
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
（Schefield

）
で
逝
去

し
た
。
満
七
一
歳
。
死
因
は
、
収
監
中
に
も
発
作
を
起
こ
し
た
心

臓
病
で
あ
っ
た
。

　

ア
イ
オ
ン
氏
は
、
主
教
在
任
中
の
ヘ
ー
ズ
レ
ッ
ト
師
に
つ
い
て

次
の
よ
う
に
表
現
し
て
い
る
。「
一
九
二
二
年
か
ら
一
九
四
二
年

ま
で
の
二
〇
年
に
わ
た
る
日
本
で
の
宣
教
師
・
主
教
と
し
て
の
サ

ミ
ュ
エ
ル
・
ヘ
ー
ズ
レ
ッ
ト
に
、
あ
れ
以
上
の
悪
い
時
間
を
与
え

る
こ
と
は
、
神
の
摂
理
に
よ
る
に
し
ろ
運
命
に
よ
る
に
し
ろ
、
不

可
能
で
あ
っ
た
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
二
〇
年
の
間
、

列
王
記
１
注
⑥
に
記
さ
れ
た
、
大
風
、
地
震
、
火
事
な
ど
の
聖
書

的
な
イ
メ
ー
ジ
、
こ
れ
は
日
本
の
状
況
に
言
い
換
え
れ
ば
、
台
風

や
洪
水
に
あ
た
る
が
、
そ
れ
ら
を
呼
び
起
こ
す
大
き
な
危
機
の
連

続
に
よ
っ
て
、
宣
教
師
館
の
落
ち
着
い
た
世
界
は
引
き
裂
か
れ
て

い
た
」注
⑦
。
ま
た
同
時
に
、「
ヘ
ー
ズ
レ
ッ
ト
は
、
四
二
年
間
に

わ
た
り
、
実
際
的
・
比
喩
的
両
面
の
あ
ら
ゆ
る
危
難
を
経
て
、
誠

心
誠
意
を
も
っ
て
任
務
に
あ
た
っ
た
『
確
固
た
る
強
い
意
志
を

持
っ
た
人
物
の
一
例
』
と
し
て
描
か
れ
て
き
た
。
ヘ
ー
ズ
レ
ッ
ト

の
芯
の
強
さ
は
、
英
国
人
が
、
戦
時
中
に
、
よ
く
彼
ら
の
同
胞
を

誉
め
る
さ
い
の
、
お
決
ま
り
の
特
質
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

二
つ
の
大
戦
に
挟
ま
れ
た
時
代
の
主
教
と
し
て
の
彼
の
経
験
と
奮

闘
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
宣
教
師
活
動
の
弱
点
を
明
ら
か
に
す
る
だ
け

で
な
く
、
日
本
で
の
英
国
の
影
響
力
の
、
よ
り
一
般
的
な
衰
退
を

象
徴
し
て
い
る
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
」注
⑧
と

述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
同
主
教
が
背
負
っ
た
困
難
は
、
日
本
の

政
治
的
、
社
会
的
状
況
、
そ
れ
に
加
え
て
日
本
聖
公
会
内
部
で
の

葛
藤
な
ど
が
生
み
出
す
も
の
に
よ
る
ば
か
り
で
な
く
、
イ
ギ
リ
ス

と
い
う
国
自
体
お
よ
び
イ
ギ
リ
ス
の
宣
教
協
会
の
働
き
の
弱
さ
と

弱
体
化
、
お
よ
び
、
そ
れ
に
伴
う
日
本
の
教
会
（
日
本
聖
公
会
）

内
で
の
、
同
国
ま
た
は
同
国
聖
公
会
の
存
在
（
感
）
の
後
退
に
も

よ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
の
指
摘
を
受
け
て
、
わ
れ
わ
れ
は
先
ず
、
日
本
へ
の
宣
教
を

担
っ
た
、
イ
ギ
リ
ス
聖
公
会
の
二
つ
の
宣
教
協
会
の
動
向
に
つ
い

て
概
観
し
、
そ
れ
に
続
い
て
、
そ
の
働
き
の
「
弱
点
」
や
「
弱
体

化
」
に
つ
い
て
点
検
し
て
み
た
い
。

注
① 　
「
訳
者
に
よ
る
補
遺
」
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ヘ
ー
ズ
レ
ッ
ト
著　

北
條
静
雄
・

松
平
信
久
訳
『
日
本
の
監
獄
か
ら
』
立
教
学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー
『
立
教

学
院
史
研
究
』
第
８
号
一
一
二
～
一
一
六
頁　

二
〇
一
一
年

注
② 　

イ
ギ
リ
ス
の
ノ
ッ
テ
ィ
ガ
ム
・
シ
ャ
ー
の
ケ
ラ
ム
（K

elham

）
修
道
院

（T
he Society of the Sacred M

ission <SSM
>

の
修
道
院
）、
お
よ
び
、

ケ
ラ
ム
神
学
校
の
創
立
者
、
校
長
。
英
国
か
ら
優
れ
た
教
授
を
招
き
た
い

と
す
る
今
井
校
長
の
招
請
を
受
け
て
、
一
九
一
三
年
に
来
日
。
一
九
一
九

年
ま
で
の
六
年
間
、
聖
公
会
神
学
院
教
授
を
務
め
た
。
従
っ
て
そ
の
在
任

期
間
の
ほ
と
ん
ど
は
、
ヘ
ー
ズ
レ
ッ
ト
師
と
重
な
っ
て
い
る
。
そ
の
薫
陶

を
受
け
た
卒
業
生
の
多
く
は
、
後
の
日
本
聖
公
会
の
中
心
的
指
導
者
と
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な
っ
た
。
後
掲
「
一
四
．
引
用
参
考
文
献
」
17
を
参
照

注
③ 　

第
一
次
世
界
大
戦
中
、
連
合
国
側
の
労
働
力
不
足
を
補
う
た
め
に
、
中

国
や
そ
の
他
の
国
の
労
働
者
が
、
国
家
間
の
協
定
に
も
と
づ
い
て
雇
わ
れ

た
。
彼
ら
は
、
フ
ラ
ン
ス
、
ベ
ル
ギ
ー
な
ど
で
、
建
設
、
道
路
や
鉄
道
の

補
修
、
砂
嚢
詰
め
な
ど
の
非
戦
闘
的
作
業
に
従
事
し
た
。

注
④ 　

聖
公
会
神
学
院
校
友
会
機
関
誌
『
山
陵
』
第
一
号
（
大
正
七
〈
一
九
一

八
〉
年
三
月
二
七
日
発
行
）
に
同
師
自
身
が
執
筆
し
た
、「
戦
線
に
向
は
ん

と
し
て
」
と
題
す
る
記
事
か
ら
、
同
氏
が
フ
ラ
ン
ス
に
向
か
っ
た
の
は
、

一
九
一
八
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
上
記
記
事
は
『
聖
公
会

神
学
院
一
〇
〇
年
記
念
誌
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

注
⑤ 　

Ｓ
Ｐ
Ｇ
派
遣
の
宣
教
師
。
日
本
で
の
在
任
期
間
は
、
一
九
〇
九
年
～
一

九
二
一
年
で
あ
る
。

注
⑥ 　

旧
約
聖
書
に
収
め
ら
れ
て
い
る
、
古
代
ユ
ダ
ヤ
の
歴
史
書
の
一
つ
。
上

下
１
．
２
に
分
け
ら
れ
、
ソ
ロ
モ
ン
王
の
治
世
か
ら
ユ
ダ
王
国
の
盛
衰
に

至
る
過
程
が
描
か
れ
て
い
る
。

注
⑦　

ア
イ
オ
ン
④
ｐ
．４
４
３

注
⑧　

ア
イ
オ
ン
同
右

三
．
イ
ギ
リ
ス
聖
公
会
に
よ
る
日
本
宣
教
注
①

　

イ
ギ
リ
ス
聖
公
会
に
よ
る
海
外
伝
道
は
、
教
会
の
組
織
に
直
属

す
る
機
関
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
聖
職
・
信
徒
の
有
志
に
よ
っ

て
結
成
さ
れ
運
営
さ
れ
る
宣
教
協
会
の
働
き
と
し
て
行
わ
れ
て
き

た
こ
と
に
大
き
な
特
色
が
あ
る
。
そ
の
点
は
、
教
会
組
織
の
一
つ

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
「
ア
メ
リ
カ
聖
公
会
宣
教
委
員
会
」

（T
he Board of M

issions of the Protestant Episcopal 
Church, U

.S.A
.

）
が
直
接
に
掌
握
し
運
営
す
る
ア
メ
リ
カ
聖
公

会
の
場
合
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
英
国
の
宣
教
協
会
の
う
ち
、

日
本
で
活
動
を
展
開
し
た
主
な
も
の
は
、
Ｓ
Ｐ
Ｇ
と
Ｃ
Ｍ
Ｓ
で
あ

る
。

　

Ｓ
Ｐ
Ｇ
（T

he Society for Propagation of the Gospel

＝

英
国
聖
公
会
福
音
伝
播
協
会
）
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
禁
教
令
が
撤

廃
（
一
八
七
三
・
明
治
六
年
）
さ
れ
る
と
す
ぐ
に
、
Ａ
・
Ｃ
・

シ
ョ
ウ
（A

lexander Croft Shaw

）
と
Ｗ
・
Ｂ
・
ラ
イ
ト

（W
illiam

 Ball W
right

）
の
二
人
の
宣
教
師
を
東
京
に
派
遣
し

た
。
Ｓ
Ｐ
Ｇ
は
、
当
初
、
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
で
の
イ
ギ
リ
ス
人
を

対
象
と
し
た
宣
教
・
牧
会
活
動
を
行
う
こ
と
を
目
指
し
設
立
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
既
存
の
制
度
や
組
織
に
依
拠
し
た
保
守
的
・
体
制

的
な
傾
向
を
持
っ
て
い
た
。
従
っ
て
、
特
定
の
主
義
主
張
を
鮮
明

に
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
後
述
の
Ｃ
Ｍ
Ｓ
が
福
音
主
義
の

立
場
を
明
確
に
し
た
の
に
比
べ
、
カ
ト
リ
ッ
ク
的
側
面
や
教
会
の

伝
統
を
尊
重
す
る
傾
向
（
ア
ン
グ
ロ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
、
ハ
イ

チ
ャ
ー
チ
な
ど
と
言
わ
れ
る
）
を
も
っ
て
い
た
。
ま
た
、
伝
道
方

策
に
つ
い
て
は
、
統
一
的
原
則
よ
り
も
、
宣
教
師
各
個
人
の
資

質
、
能
力
、
判
断
に
委
ね
て
来
た
と
言
え
よ
う
。
Ｓ
Ｐ
Ｇ
は
、
主

と
し
て
、
東
京
の
一
部
、
横
浜
を
初
め
と
し
た
神
奈
川
県
、
千
葉
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県
、
東
海
、
神
戸
地
方
な
ど
で
活
動
を
展
開
し
た
。

　

一
方
、
特
に
福
音
主
義
的
信
仰
に
立
ち
な
が
ら
、
海
外
伝
道
を

目
指
す
協
会
と
し
て
設
立
さ
れ
た
の
が
、
Ｃ
Ｍ
Ｓ
（T

he Church 
M

issionary Society=

英
国
教
会
伝
道
協
会
）
で
あ
る
。
こ
の

協
会
の
構
成
員
に
は
、「
異
教
徒
に
福
音
を
知
ら
せ
る
こ
と
に
努

め
る
の
は
、
キ
リ
ス
ト
者
各
自
の
義
務
で
あ
る
」
と
考
え
る
同
志

的
集
団
と
し
て
の
意
識
が
強
く
、
体
制
や
慣
習
の
維
持
・
尊
重
よ

り
も
、
自
発
的
意
志
に
基
づ
く
福
音
伝
道
活
動
（
Ｓ
Ｐ
Ｇ
の
傾
向

に
対
し
て
ロ
ウ
チ
ャ
ー
チ
と
呼
ば
れ
る
）
を
展
開
し
た
。
一
九
世

紀
中
盤
か
ら
後
半
に
か
け
て
、
Ｃ
Ｍ
Ｓ
の
会
長
を
務
め
た
ヘ
ン

リ
ー
・
ヴ
ェ
ン
（H

enry V
enn

）
は
、
同
協
会
に
よ
る
宣
教
に

あ
た
っ
て
の
原
則
を
策
定
し
、
そ
の
実
施
に
努
め
た
。
そ
の
宣
教

の
原
則
は
、「
伝
道
地
に
お
い
て
、
自
立
、
自
給
、
自
主
伝
道
を

行
う
教
会
（N

ative Church

）
を
創
設
す
る
こ
と
」注
②
に
あ
る
。

従
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
本
国
か
ら
の
派
遣
宣
教
師
は
、
順
次
、
当
地

の
聖
職
、
信
徒
に
教
会
の
働
き
を
譲
り
、
最
終
的
に
は
当
該
地
教

会
を
離
れ
、「
そ
の
先
の
地
域
」
へ
と
移
動
す
る
こ
と
に
な
る
の

で
あ
る
。
こ
の
原
則
は
、
ヘ
ー
ズ
レ
ッ
ト
師
の
主
教
と
し
て
の
裁

可
や
決
断
に
際
し
て
も
、
そ
の
判
断
の
基
軸
の
一
つ
と
な
っ
て
い

た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
Ｃ
Ｍ
Ｓ
は
、
自
派
に
属
す
る
宣
教
師
養
成

の
た
め
の
神
学
校
を
設
置
し
て
、
そ
こ
で
福
音
主
義
的
神
学
の
教

育
を
行
う
と
共
に
、
宣
教
師
と
し
て
必
要
な
知
的
・
精
神
的
訓
練

を
施
し
た
上
で
現
地
に
派
遣
し
た
。
ヘ
ー
ズ
レ
ッ
ト
師
も
来
日
に

先
立
っ
て
、
ロ
ン
ド
ン
の
イ
ズ
リ
ン
ト
ン
（Islington

）
に
あ
っ

た
Ｃ
Ｍ
Ｓ
の
宣
教
師
養
成
機
関
で
教
育
を
受
け
て
い
る
。
日
本
で

の
聖
職
者
養
成
教
育
に
関
し
て
も
、
Ｃ
Ｍ
Ｓ
は
こ
の
方
針
を
重
視

し
、
自
派
の
神
学
校
の
独
自
性
を
守
る
立
場
か
ら
、
一
九
一
一
年

に
日
本
聖
公
会
の
中
央
神
学
院
で
あ
る
聖
公
会
神
学
院
が
発
足
し

た
際
に
も
当
初
は
合
流
を
し
な
か
っ
た
。

　

同
協
会
に
よ
る
日
本
へ
の
宣
教
は
Ｓ
Ｐ
Ｇ
よ
り
も
早
く
、
一
八

六
九
（
明
治
二
）
年
来
日
の
宣
教
師
Ｇ
・
エ
ン
ソ
ウ
（George 

Ensor

）
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
た
。
そ
の
後
も
、
少
な
く
と
も
一

九
〇
〇
年
前
後
ま
で
の
Ｃ
Ｍ
Ｓ
に
よ
る
宣
教
師
派
遣
は
積
極
的

で
、
米
国
聖
公
会
か
ら
の
派
遣
宣
教
師
と
並
ぶ
多
数
を
数
え
た
。

そ
の
伝
道
地
も
、
北
海
道
、
九
州
、
東
京
お
よ
び
大
阪
の
一
部
、

四
国
、
中
国
地
方
な
ど
広
範
囲
に
及
ぶ
。

　

こ
の
よ
う
に
、
Ｓ
Ｐ
Ｇ
と
Ｃ
Ｍ
Ｓ
は
、
そ
の
宣
教
の
理
念
や
方

法
、
そ
し
て
チ
ャ
ー
チ
マ
ン
シ
ッ
プ
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
ハ
イ

チ
ャ
ー
チ
と
ロ
ウ
チ
ャ
ー
チ
の
違
い
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
が

あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
二
つ
の
伝
道
協
会
は
、
互
い
に
そ
の
特
色

や
独
自
性
を
維
持
し
強
調
し
た
こ
と
か
ら
、
対
立
や
反
目
が
生
ま

れ
た
。
そ
れ
は
、
日
本
聖
公
会
が
、
一
八
八
七
（
明
治
二
〇
）
年

に
一
つ
の
教
団
と
し
て
組
織
さ
れ
た
後
も
解
消
さ
れ
な
か
っ
た
。

一
例
と
し
て
、
ヘ
ー
ズ
レ
ッ
ト
師
が
教
授
と
し
て
赴
任
し
た
、
発

足
間
も
な
い
聖
公
会
神
学
院
で
は
、
日
・
米
・
英
国
〈
Ｓ
Ｐ
Ｇ
、

Ｃ
Ｍ
Ｓ
〉
人
教
授
が
揃
い
、「
今
振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、
極
め
て
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意
欲
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。（
中
略
）。
し
か
し
内
情
は
各
伝
道
団

体
の
寄
り
合
い
所
帯
で
、
当
時
は
教
会
内
の
カ
ト
リ
ッ
ク
主
義
者

と
福
音
主
義
者
と
の
間
の
対
立
が
激
し
く
、
多
く
の
宣
教
師
た
ち

は
こ
れ
を
日
本
に
ま
で
持
ち
込
ん
で
い
た
た
め
、
し
ば
し
ば
激
し

い
論
争
と
な
り
、
ま
た
互
い
に
不
信
感
を
つ
の
ら
せ
て
い
た
の
で

あ
る
」注
③
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
さ
ら

に
次
代
が
下
が
っ
て
、
ボ
ウ
フ
ラ
ワ
ー
師
が
南
東
京
地
方
部
の
主

教
に
就
任
し
た
当
時
（
一
九
〇
九
・
明
治
四
二
年
）
の
次
の
よ
う

な
様
子
か
ら
も
そ
の
一
端
が
窺
え
る
。

　
「
南
東
京
と
い
っ
て
も
明
治
末
年
ま
で
は
、
地
方
部
内
の
Ｃ
Ｍ

Ｓ
の
教
会
と
Ｓ
Ｐ
Ｇ
の
教
会
は
何
の
交
渉
も
な
く
、
地
方
会
の
ほ

か
教
役
者
修
養
会
も
聖
職
の
会
合
も
別
々
で
、
互
に
言
葉
も
交
さ

な
い
と
い
う
敵
視
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
。（
中
略
）
一
方
こ
れ

ら
Ｃ
Ｍ
Ｓ
の
人
々
は
、
Ｓ
Ｐ
Ｇ
は
ハ
イ
チ
ャ
ー
チ
だ
と
、
や
や
も

す
れ
ば
け
ん
か
腰
に
議
論
を
吹
き
か
け
る
よ
う
な
空
気
が
あ
っ

た
。
両
者
が
研
修
会
を
共
に
し
た
の
は
大
正
四
年
頃
鎌
倉
材
木
座

の
光
明
館
で
行
っ
た
も
の
が
始
め
て
で
あ
る
が
、
師
（
引
用
者

注
・
ボ
ウ
フ
ラ
ワ
ー
主
教
の
こ
と
）
は
そ
の
と
き
『
仲
よ
く
し
て

く
だ
さ
い
ね
』
と
一
同
を
さ
と
さ
れ
た
」注
④
。

　

ヘ
ー
ズ
レ
ッ
ト
師
の
来
日
、
宣
教
・
司
牧
活
動
は
、
Ｃ
Ｍ
Ｓ
の

先
輩
宣
教
師
た
ち
の
宣
教
活
動
を
引
き
継
ぎ
、
更
に
発
展
さ
せ
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
と
同
時
に
特
に
主
教
と
し

て
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
、
こ
の
よ
う
な
両
派
間
の
融
和
や
協
調

を
は
か
る
こ
と
を
期
待
さ
れ
る
も
の
で
も
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
注
⑤
。

注
① 　

こ
の
節
の
記
述
は
、
主
と
し
て
、
塚
田
①
、
お
よ
び
塚
田
④
に
よ
っ
て

い
る
。

注
② 　

塚
田
③
に
よ
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
派
遣
さ
れ
た
第
二
代
目
の
主
教
で

あ
る
ビ
カ
ス
テ
ス
（
Ｃ
Ｍ
Ｓ
所
属
で
は
な
い
）
も
「
日
本
の
教
会
は
日
本

的
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
強
調
し
て
い
る
か
ら
、
こ
の
課
題
は
宣
教

協
会
の
違
い
を
超
え
た
も
の
で
も
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

注
③　

塚
田
③　

ⅳ
頁

注
④ 　

日
本
聖
公
会
歴
史
編
集
委
員
会
編
『
あ
か
し
び
と
た
ち
』
一
一
六
頁

注
⑤ 　

ロ
ウ
、
ハ
イ
両
派
の
軋
轢
は
、
そ
の
後
も
長
く
尾
を
引
い
て
い
る
。
一

例
と
し
て
、
福
沢
道
夫
司
祭
へ
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
を
掲
載
し
た
『
神
学
院

だ
よ
り
』
64
号
に
よ
れ
ば
、「（
昭
和
二
六
年
当
時
）
ハ
イ
・
ロ
ー
の
対
立

で
学
校
が
な
か
な
か
始
ま
ら
な
か
っ
た
」
と
い
う
回
想
が
語
ら
れ
て
い
る
。

（
同
司
祭
追
悼
記
念
誌
『
聖
霊
は
風
の
よ
う
に
』（
二
〇
一
五
年
）
に
再
録
。

四
．�

日
本
宣
教
に
関
す
る
、
英
本
国
に
お
け
る
評
価
と

在
日
英
国
人
宣
教
師
に
よ
る
論
評

　

ア
イ
オ
ン
氏
は
、
一
八
六
九
年
一
月
四
日
付
け
で
、
ヨ
ー
ク
大

主
教
が
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
主
教
宛
注
①
に
送
っ
た
書
簡
を
紹
介
し

て
い
る
。
そ
の
書
簡
に
は
、「
わ
た
く
し
は
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
に

相
当
な
不
信
感
を
抱
い
て
お
り
ま
す
。
あ
る
い
は
近
い
う
ち
に
、
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日
本
人
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
も
の
の
考
え
方
に
嫌
気
を
感
じ
、
わ

た
く
し
た
ち
を
、
ま
た
同
時
に
キ
リ
ス
ト
教
を
捨
て
去
る
日
が
来

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」注
②
と
書
か
れ
て
い
た
と
い
う
。
一
八
六
九

（
明
治
二
）
年
と
い
え
ば
、
イ
ギ
リ
ス
聖
公
会
か
ら
の
最
初
の
宣

教
師
が
日
本
に
送
ら
れ
た
年
で
あ
る
。
新
事
業
を
開
始
す
る
に
あ

た
っ
て
、
そ
の
成
否
へ
の
疑
念
や
未
知
の
事
態
へ
の
不
安
が
当
事

者
の
脳
裏
に
去
来
す
る
の
は
当
然
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
し
か

し
、
そ
れ
に
し
て
も
こ
の
書
簡
の
否
定
的
な
判
断
（
そ
の
判
断
の

根
拠
は
、
引
用
か
ら
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
）
に
は
注
目
さ
せ
ら

れ
る
。
こ
の
よ
う
な
ヨ
ー
ク
大
主
教
の
懸
念
は
、
二
〇
年
後
の
一

八
八
七
年
注
③
に
も
同
じ
よ
う
な
内
容
で
表
明
さ
れ
て
い
る
注
④
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
で
、
日
本
の
土
を
踏
み
、
布
教
活
動

を
展
開
し
た
宣
教
師
た
ち
は
、
実
際
に
さ
ま
ざ
ま
な
障
害
に
遭
遇

し
た
。

　

そ
の
一
つ
は
、
こ
れ
を
自
派
宗
門
へ
の
脅
威
と
み
な
す
仏
教
界

か
ら
の
有
形
無
形
の
妨
害
で
あ
り
、
そ
の
中
に
は
伝
道
説
教
中
の

暴
力
行
為
も
あ
っ
た
。
一
方
、
大
部
分
の
一
般
庶
民
に
と
っ
て
も
、

キ
リ
ス
ト
教
は
、
長
い
禁
教
の
歴
史
の
中
で
身
に
つ
い
た
「
邪

教
」
と
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
、「
や
そ
」
と
呼
ん
で
畏
怖
し
忌
避

す
る
対
象
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
と
り
わ
け
政
府
は
、
禁
教
令
を
解

き
、
体
面
上
は
信
教
を
認
め
た
と
は
い
う
も
の
の
、
対
キ
リ
ス
ト

教
の
姿
勢
は
消
極
的
で
あ
り
、
し
か
も
時
を
追
っ
て
そ
の
否
定
的

姿
勢
を
強
め
、
結
局
は
、
太
平
洋
戦
争
の
敗
戦
に
至
る
ま
で
こ
れ

を
抑
圧
す
る
道
を
た
ど
っ
た
。

　

外
国
人
宣
教
師
は
、
こ
れ
ら
日
本
の
状
況
と
並
ん
で
、
キ
リ
ス

ト
教
道
徳
へ
の
信
頼
を
損
ね
る
よ
う
な
自
国
商
人
の
悪
徳
商
法
の

非
を
糾
し
た
り
、
本
来
自
国
の
側
に
属
す
る
思
想
や
価
値
観
が
キ

リ
ス
ト
教
へ
の
障
壁
と
な
る
事
態
に
も
対
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
そ
れ
は
、
例
え
ば
Ｃ
・
Ｍ
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
（Channig M

oore 
W

illiam
s

）
主
教
が
憂
慮
し
た
功
利
主
義
で
あ
り
、
あ
る
い
は
ま

た
、
Ｅ
・
Ｓ
・
モ
ー
ス
（Edw

ard Sylverster M
orse

）注
⑤
ら
に

よ
っ
て
広
め
ら
れ
た
進
化
思
想
で
あ
っ
た
。「
一
八
七
九
年
以
降
、

東
京
帝
国
大
学
で
は
、
加
藤
弘
之
注
⑥
ら
の
知
識
人
集
団
が
モ
ー

ス
を
支
持
し
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
主
義
的
な
思
想
の
普
及
に
努
め
て
い

た
の
だ
が
、
東
京
帝
国
大
学
内
の
英
語
エ
リ
ー
ト
の
影
響
力
を
何

と
し
て
で
も
低
下
さ
せ
よ
う
と
望
み
、
ま
た
、
キ
リ
ス
ト
教
的
な

傾
向
を
も
つ
英
語
圏
出
身
の
外
国
人
教
師
ら
を
大
学
か
ら
追
放
し

よ
う
と
し
て
い
た
人
び
と
の
中
で
最
も
活
発
だ
っ
た
の
も
ま
た
、

こ
の
加
藤
ら
の
集
団
で
あ
っ
た
」注
⑦
と
ア
イ
オ
ン
氏
は
指
摘
し
て

い
る
。

　

こ
れ
ら
の
妨
害
や
忌
避
に
遭
遇
し
た
上
で
、
英
国
人
宣
教
師
が

抱
い
た
日
本
（
人
）
観
、
あ
る
い
は
日
本
へ
の
布
教
の
展
望
は
ど

の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
に
い
く
つ
か
の
代

表
的
な
論
評
を
取
り
上
げ
て
み
よ
う
。

　
（
一
）
イ
ギ
リ
ス
聖
公
会
か
ら
日
本
に
派
遣
さ
れ
た
第
二
代
目
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の
主
教
で
あ
る
、
Ｅ
・
ビ
カ
ス
テ
ス
（Edw

ard Bickersteth

）

師
注
⑧
は
、
イ
ン
ド
な
ど
英
国
の
植
民
地
と
は
根
本
的
に
異
な
る

日
本
の
特
殊
性
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
な
認
識
を
も
っ
て
い

た
。

　
「
日
本
は
外
国
に
支
配
さ
れ
た
こ
と
が
一
度
も
な
く
、
住
民
は

独
立
心
が
旺
盛
で
あ
る
。
あ
の
イ
ン
ド　
　

英
国
に
支
配
さ
れ
、

特
権
階
級
も
あ
り
、『
大
君
主
』
の
い
な
い
生
活
を
住
民
が
ま
っ

た
く
経
験
し
な
い
ま
ま
、
ほ
ぼ
一
千
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い

る
イ
ン
ド　
　

で
は
妥
当
な
方
法
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
そ
の
ま

ま
日
本
に
持
ち
込
む
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
の
で
あ
る
」（Fenn

氏
へ
の
報
告
）注
⑨　
「（
日
本
人
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
）
一
般
的
に

言
っ
て
、
生
計
を
立
て
る
た
め
に
他
か
ら
助
け
て
も
ら
う
こ
と
を

嫌
い
、
教
育
水
準
も
高
く
、
さ
ら
に
、
わ
た
く
し
た
ち
が
主
催
し

た
会
議
が
証
明
い
た
し
て
お
り
ま
す
よ
う
に
、
特
定
の
問
題
に
つ

い
て
議
論
を
戦
わ
せ
る
の
が
巧
み
で
、
論
点
に
つ
い
て
鋭
い
認
識

を
見
せ
る
者
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
一
方
で
相
手
を
思
い

や
っ
た
指
導
や
教
示
に
は
素
直
に
従
い
ま
す
」（
カ
ン
タ
ベ
リ
ー

大
主
教
、
Ｅ
・
ベ
ン
ソ
ン
主
教
へ
の
報
告
）注
⑩
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ビ
カ
ス
テ
ス
師
ら
実
際
に
日
本
で
の
活
動
に
従

事
し
た
宣
教
師
に
と
っ
て
も
、
日
本
は
伝
道
地
と
し
て
一
筋
縄
で

は
い
か
ぬ
土
地
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
注
⑪
。

　
（
二
）
塚
田
理
氏
は
、（
１
）
ビ
カ
ス
テ
ス
、（
２
）
Ａ
・
リ
ー

（A
rthur Lea

）注
⑫
、（
３
）
Ｌ
・
Ｂ
・
チ
ャ
モ
レ
ー
（Lionel 

Berners Cholm
ondeley

）注
⑬
ら
三
人
の
イ
ギ
リ
ス
人
宣
教
師
に

よ
る
、
日
本
の
国
家
主
義
体
制
と
日
本
人
の
宗
教
に
関
わ
る
精
神

的
風
土
に
対
す
る
見
解
を
紹
介
し
、
併
せ
て
そ
れ
ら
に
論
評
を
加

え
て
い
る
注
⑭
。

　
（
１
）
ビ
カ
ス
テ
ス
に
関
し
て
塚
田
は
、「
明
治
憲
法
の
『
信
教

の
自
由
』
に
関
す
る
条
項
に
つ
い
て
、
あ
る
一
定
程
度
の
評
価
を

与
え
な
が
ら
、
同
時
に
反
キ
リ
ス
ト
教
的
雰
囲
気
を
察
知
し
て
、

キ
リ
ス
ト
者
が
慎
重
に
そ
れ
に
対
応
し
て
行
く
用
意
を
怠
っ
て
は

な
ら
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
（
２
）
ア
ー
サ
ー
・
リ
ー
に
関
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
、
日
本

人
の
キ
リ
ス
ト
教
受
容
の
困
難
点
へ
の
指
摘
を
紹
介
し
て
い
る
。

＊
物
質
的
な
〈
御
利
益
〉
を
中
心
に
し
て
、〈
方
便
〉
と
し
て
い

る
日
本
人
の
宗
教
観
。
＊
日
本
人
の
〈
神
〉
観
念　
　

特
に
先

祖
・
英
雄
崇
拝
、
死
人
は
す
べ
て
〈
ホ
ト
ケ
さ
ま
〉
に
な
る
と
い

う
考
え
。
＊
唯
一
神
に
関
す
る
観
方
の
困
難
。
＊
日
本
に
お
け
る

教
育
の
性
格　
　

超
自
然
的
、
霊
的
世
界
の
一
切
を
迷
信
と
し
て

斥
け
る
教
育
の
普
及
。
＊
そ
の
他
、
キ
リ
ス
ト
教
独
自
の
教
理　

　

例
え
ば
、
三
位
一
体
、
受
肉
、
贖
罪
等
の
教
理
注
⑮
。

　

塚
田
は
、
ア
ー
サ
ー
・
リ
ー
が
以
上
の
諸
点
と
並
ん
で
、「
恐

ら
く
最
大
の
困
難
と
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
は
国
体
に
合
わ
な
い
。

（
そ
れ
は
、）
キ
リ
ス
ト
教
は
日
本
民
族
主
義
の
精
神
と
合
致
し
な

い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。（
キ
リ
ス
ト
教
は
、）
日
本
国
家
が
体
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現
し
て
い
る
歴
史
、
諸
原
理
、
及
び
理
想
に
適
合
し
な
い
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。（
中
略
）
今
や
（
日
本
に
お
い
て
）
神
格
化
さ
れ

て
い
る
方
（
引
用
者
注
・
天
皇
の
こ
と
を
指
す
と
思
わ
れ
る
）

は
、
人
々
の
間
に
高
い
特
権
と
高
い
責
任
を
有
す
る
者
と
し
て
そ

の
位
置
を
占
め
る
こ
と
に
な
ろ
う
」
と
確
言
し
て
い
る
こ
と
に
注

目
し
、
こ
の
見
解
に
つ
い
て
、「
こ
の
よ
う
に
、
リ
ー
は
極
め
て

的
確
に
、
当
時
の
日
本
人
の
間
に
拡
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
『
国
体
』

観
を
批
判
し
、
そ
の
本
質
を
見
抜
い
て
い
た
」
と
高
く
評
価
し
て

い
る
。
と
同
時
に
塚
田
は
、「
し
か
し
、
事
態
は
、
彼
が
希
望
し

て
い
た
よ
う
な
、
日
本
人
の
忠
誠
心
や
国
体
観
の
キ
リ
ス
ト
教
に

よ
る
修
正
と
い
う
方
向
と
は
逆
の
方
向
に
向
か
っ
て
進
ん
で
行
っ

た
の
で
あ
る
」
と
、
そ
の
後
日
本
が
た
ど
っ
た
道
に
つ
い
て
批
判

的
に
論
じ
て
い
る
。

　
（
３
）
さ
ら
に
塚
田
は
、
特
に
、
日
露
戦
争
以
降
、
天
皇
制
絶

対
主
義
国
家
と
し
て
進
も
う
と
す
る
日
本
の
事
態
の
本
質
を
捉
え

た
も
の
と
し
て
、
チ
ャ
モ
レ
ー
の
視
点
に
極
め
て
高
い
評
価
を
与

え
て
い
る
。
チ
ャ
モ
レ
ー
に
よ
れ
ば
、
近
代
国
家
「
日
本
」
と

は
、
一
方
で
は
、
西
欧
列
強
の
仲
間
入
り
す
る
た
め
に
、
近
代
化

路
線
を
突
っ
走
る
民
族
主
義
国
家
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、

他
方
で
は
、
民
族
的
自
負
と
統
合
の
源
泉
と
し
て
、
国
家
神
道
を

標
榜
す
る
宗
教
的
統
体
と
し
て
の
宗
教
国
家
で
あ
る
。
チ
ャ
モ

レ
ー
は
、
こ
の
「
日
本
」
を
、
個
人
の
集
合
と
し
て
の
「
日
本

人
」
と
区
別
し
、
し
か
も
こ
の
「
日
本
」
が
、
い
か
に
し
て
「
日

本
人
」
の
魂
を
支
配
し
て
来
た
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
塚
田

は
、
こ
の
よ
う
な
「
支
配
」
に
よ
る
日
本
人
の
精
神
構
造
は
、

（
現
在
に
お
い
て
も
）
わ
れ
わ
れ
が
、「
当
時
の
日
本
人
キ
リ
ス
ト

者
た
ち
が
、
日
本
の
『
国
家
的
要
請
』
に
対
し
て
は
従
順
に
服
従

し
た
こ
と
を
肯
定
し
、（
一
方
、）
個
人
的
な
精
神
的
・
道
徳
的
生

活
に
お
い
て
は
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
に
従
う
と
い
う
、
言
わ
ば
『
公

人
』
と
『
私
人
」』
と
の
生
活
原
理
を
使
い
分
け
る
こ
と
」注
⑯
に

よ
く
現
わ
れ
て
い
る
と
述
べ
て
、
チ
ャ
モ
レ
ー
の
指
摘
が
、
現
在

の
キ
リ
ス
ト
者
に
も
み
ら
れ
る
態
度
で
あ
る
と
し
て
、
そ
の
視
点

の
時
代
を
超
え
た
普
遍
性
に
注
目
し
て
い
る
。

　
（
三
）
一
方
、
ア
イ
オ
ン
氏
は
、
キ
リ
ス
ト
教
運
動
へ
の
圧
力

が
一
段
と
高
ま
る
中
で
来
日
し
、
そ
の
状
況
に
直
面
し
た
ボ
ウ
フ

ラ
ワ
ー
主
教
の
見
解
を
紹
介
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
ボ
ウ

フ
ラ
ワ
ー
師
の
主
張
は
、
前
任
者
た
ち
の
認
識
よ
り
も
さ
ら
に
厳

し
さ
を
増
し
て
い
る
。
同
主
教
は
、
宮
内
省
、
文
部
省
、
陸
軍
省

こ
そ
、
キ
リ
ト
教
へ
の
敵
意
を
生
み
出
し
て
い
る
三
つ
の
主
要
な

拠
点
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
と
い
う
。
同
主
教
に
よ
れ
ば
、
そ
の

敵
意
の
根
底
に
あ
る
の
は
、
以
下
の
よ
う
な
感
情
で
あ
っ
た
。

　
「
キ
リ
ス
ト
教
は
、
彼
ら
の
憲
法
の
基
礎
を
な
す
中
心
的
な
フ

ィ
ク
シ
ョ
ン　
　

も
は
や
二
〇
世
紀
だ
と
い
う
の
に
、
最
も
教
養

あ
る
日
本
人
（
た
と
え
ば
『
欧
州
教
育
講
演
録
』
を
著
し
た
菊
池

（
大
麓
）注
⑰
男
爵
さ
え
嬉
々
と
し
て
戯
れ
て
い
る
か
に
見
え
る
フ
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ィ
ク
シ
ョ
ン　
　

を
破
壊
し
か
ね
な
い
、
と
い
う
感
情
が
あ
る
の

で
す
。
天
皇
こ
そ
「
神
の
」
子
孫
で
あ
り
、
日
本
人
に
と
っ
て
は

比
類
な
き
「
最
高
存
在
」
で
あ
る
（
！
） 

と
い
う
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

が
そ
れ
で
す
。「
国
家
宗
教
」
が
神
道
な
の
も
、
こ
こ
か
ら
理
解

で
き
る
で
し
ょ
う
。
神
道
は
、
も
と
も
と
は
き
わ
め
て
単
純
な
自

然
崇
拝
な
の
で
す
が
、
太
陽
の
女
神
を
天
皇
の
祖
先
と
位
置
付
け
、

祖
先
崇
拝
を
吸
収
す
る
こ
と
に
よ
り
、
愛
国
心
の
高
揚
に
も
す
ぐ

れ
た
効
果
を
発
揮
す
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
い
う
わ
け
で
す
。
た

だ
し
そ
の
一
方
で
政
府
は
、
神
道
が
万
人
に
す
ん
な
り
と
受
け
入

れ
ら
れ
る
よ
う
、
神
道
は
「
宗
教
」
で
は
な
い
、
そ
れ
は
仏
教
や

キ
リ
ス
ト
教
な
ど
と
違
い
、
宗
教
団
体
と
し
て
登
録
さ
れ
る
べ
き

で
は
な
い
（
！
） 

な
ど
と
も
言
い
募
っ
て
い
る
の
で
す
」注
⑱
。

　

ア
イ
オ
ン
氏
は
、
右
の
よ
う
な
、
宣
教
師
た
ち
の
見
解
を
俯
瞰

し
な
が
ら
、
日
本
人
キ
リ
ス
ト
者
の
信
仰
に
関
わ
る
根
本
的
な
問

題
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
氏
自
身
の
問
題
提
起
を
行
っ
て
い
る
。

　
「
キ
リ
ス
ト
教
を
受
け
入
れ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
神
学
的
、

宗
教
的
な
反
論
に
加
え
て
、
日
本
人
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
と
っ
て

の
ア
キ
レ
ス
腱
は
、
信
者
に
な
れ
ば
日
本
へ
の
忠
誠
心
を　
　

否
、
日
本
人
性
す
ら　
　

失
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
、
キ
リ
ス

ト
教
徒
で
は
な
い
日
本
人
の
心
に
浮
か
ん
だ
疑
念
で
あ
っ
た
。
日

本
人
で
あ
り
、
な
お
か
つ
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
る
こ
と
の
困
難
は
、

多
く
の
信
者
に
き
わ
め
て
大
き
な
精
神
的
負
担
を
強
い
る
も
の

だ
っ
た
。
早
く
も
明
治
時
代
の
末
に
至
る
と
、
独
立
し
た
教
会
組

織
を
日
本
で
形
成
し
、
西
洋
諸
国
の
宣
教
師
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ

て
い
る
も
の
と
は
区
別
さ
れ
る
『
日
本
的
キ
リ
ス
ト
教
』
を
創
る

べ
き
だ
、
と
い
う
声
も
出
始
め
た
。
さ
ら
に
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
に

愛
国
心
が
求
め
ら
れ
、
同
時
に
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
一
般
に
台
頭

し
て
き
た
た
め
、
日
本
人
に
よ
る
キ
リ
ス
ト
教
運
動
は
、
日
本
の

海
外
拡
張
主
義
の
支
援
と
結
び
つ
く
よ
う
に
な
り
、
こ
の
傾
向

は
、
日
露
戦
争
以
降
、
顕
著
に
な
っ
て
ゆ
く
。
東
ア
ジ
ア
大
陸
で

の
日
本
の
帝
国
的
、
軍
事
的
な
野
心
を
支
持
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

初
め
て
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
、
周
囲
か
ら
の
疑
念
を
払
拭
し
、
日

本
へ
の
忠
誠
心
を
証
明
で
き
た
の
で
あ
る
」注
⑲
。

注
① 　

こ
の
時
の
ヨ
ー
ク
大
主
教
はW

illiam
 T

hom
son

（
在
任
一
八
六
二
～

一
八
九
〇
年
）、
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
主
教
はA

rchibald T
ait

（
在
任
一
八

六
二
～
一
八
八
二
年
）
で
あ
る
。

注
② 　

Lam
beth Palace Library

（
以
下
、LPL

と
略
記
）Archbishop Edw

ard 

W
hite Benson Papers

（
以
下
、Benson Papers

と
略
記
） volum

e 141, 

A
rchbishop of Y

ork to Benson, 4 January 1896.　

ア
イ
オ
ン
③
三

一
九
頁
よ
り
引
用
。

注
③ 　

当
時
の
ヨ
ー
ク
大
主
教
は
、
引
き
続
きT

hom
son

師
で
あ
る
。
従
っ
て

同
師
は
、
約
二
〇
年
間
に
わ
た
り
、
日
本
へ
の
宣
教
の
疑
義
を
晴
ら
さ
な

か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

注
④ 　

出
典
は
、LPL　

Benson Papers, volum
e 65, Bikerstes to Benson, 
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A
ugust 26 1887. M

em
orandum

 on the form
ation on the 

Ecclesiastical Province in China and Japan.　

引
用
は
、
ア
イ
オ
ン

③
三
二
四
頁
に
よ
る
。

注
⑤ 　

ア
メ
リ
カ
の
動
物
学
者
。
一
八
七
七
（
明
治
一
〇
）
年
に
来
日
し
、
大
森

貝
塚
を
発
見
し
た
。
同
年
、
東
京
大
学
の
教
授
に
就
任
。
当
時
の
東
京
大

学
の
外
国
人
教
授
の
大
半
が
研
究
実
績
の
な
い
宣
教
師
で
あ
っ
た
た
め
に

そ
の
刷
新
を
は
か
っ
た
。
日
本
で
最
初
に
進
化
論
を
体
系
的
に
紹
介
し
た
。

注
⑥ 　

一
八
三
六
～
一
九
一
六　

政
治
学
者
。
帝
国
大
学
（
現
在
の
東
京
大
学
）

の
第
二
代
総
長
、
帝
国
学
士
院
院
長
な
ど
を
務
め
た
。

注
⑦　

ア
イ
オ
ン 

③
三
二
一
頁

注
⑧ 　

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
の
ペ
ン
ブ
ル
ッ
ク
（Pem
broke

）・
カ
レ
ッ
ジ
を

卒
業
。
ロ
ン
ド
ン
で
の
牧
会
活
動
の
後
、
イ
ン
ド
、
デ
リ
ー
で
の
宣
教
活

動
に
参
加
し
た
。
病
を
得
て
帰
国
後
、
日
本
に
派
遣
さ
れ
る
主
教
と
し
て

按
手
さ
れ
る
。
日
本
で
の
在
任
は
、
一
八
八
六
・
明
治
一
九
年
か
ら
一
八

九
七
・
明
治
三
〇
年
ま
で
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
主
教
ら
と
と
も
に
、
日
本
聖

公
会
の
組
織
成
立
に
尽
力
し
た
。

注
⑨ 　

LPL. Benson Papers, volum
e 52. Bickersteth to Fenn, M

arch 

11 1887.　

ア
イ
オ
ン
③
三
二
三
頁
よ
り
引
用
。Fenn

と
い
う
人
の
詳
細

は
分
か
ら
な
い
が
、C.P.W

illiam
s

と
い
う
人
の
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
聖
公
会

の
自
立
の
問
題
を
扱
っ
た
論
文
に
そ
の
名
前
が
頻
出
し
て
い
る
。

注
⑩ 　

LPL. B
enson Papers, volum

e 52. B
ickersteth to B

enson, 

M
arch 10 1887.　

ア
イ
オ
ン
③
三
二
三
頁
よ
り
引
用
。

注
⑪ 　

た
だ
し
、
そ
の
ビ
カ
ス
テ
ス
も
（
少
な
く
と
も
来
日
し
た
当
初
は
）、

「
日
本
が
キ
リ
ス
ト
教
化
さ
れ
る
日
も
近
い
と
考
え
、
そ
の
時
キ
リ
ス
ト
教

が
国
教
化
さ
れ
る
と
す
れ
ば
英
国
教
会
の
伝
統
が
日
本
の
国
情
に
適
し
て

い
る
と
い
う
意
見
を
Ｓ
Ｐ
Ｇ
の
報
告
の
中
で
述
べ
て
い
る
」。
塚
田
④
七
八

頁

注
⑫ 　

Ｃ
Ｍ
Ｓ
派
遣
の
イ
ギ
リ
ス
人
宣
教
師
。
一
八
九
八
年
来
日
。
一
九
〇
九

年
か
ら
二
六
年
間
、
九
州
地
方
部
の
主
教
を
務
め
た
。
福
岡
神
学
校
を
設

立
し
聖
職
者
の
養
成
に
も
力
を
注
い
だ
。

注
⑬ 　

現
地
で
の
発
音
は
、「
チ
ャ
ム
リ
」
の
表
記
に
近
い
。
Ｓ
Ｐ
Ｇ
派
遣
の
イ

ギ
リ
ス
人
宣
教
師
で
、
在
日
期
間
は
一
八
七
七
年
～
一
九
二
二
年
ま
で
四

五
年
間
に
お
よ
ぶ
。
そ
の
間
、
ビ
カ
ス
テ
ス
主
教
の
チ
ャ
プ
レ
ン
を
務
め

た
ほ
か
、
東
京
牛
込
の
昇
天
教
会
（
後
の
バ
ル
ナ
バ
教
会
）
の
司
牧
、
小

笠
原
諸
島
へ
の
宣
教
、
東
京
専
門
学
校
（
早
稲
田
大
学
の
前
身
）
の
教
師
、

イ
ギ
リ
ス
公
使
館
チ
ャ
プ
レ
ン
な
ど
を
務
め
た
。
以
上
の
経
歴
は
、
名
取

多
嘉
雄
「
チ
ャ
モ
レ
ー
師
に
つ
い
て
」『
英
国
人
宣
教
師 

ラ
イ
オ
ネ
ル　

チ
ャ
モ
レ
ー
師
の
日
記
』
①
（
四
～
六
頁
）
に
よ
る
。

注
⑭　

塚
田
②
四
六
～
六
九
頁

注
⑮ 　

引
用
者
評
＝
こ
れ
ら
は
、
現
在
に
あ
っ
て
も
な
お
（
否
、
却
っ
て
強
化

さ
れ
た
）
日
本
人
一
般
の
宗
教
意
識
と
い
え
よ
う
。

注
⑯ 　

塚
田
②
六
七
頁
。
引
用
に
あ
た
り
、
文
意
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
文

章
に
微
修
正
を
加
え
た
。

注
⑰ 　

数
学
者
、
政
治
家
。
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
で
数
学
、
物
理
学
を
学
び
、

ク
ラ
ス
で
首
席
を
通
し
た
と
言
わ
れ
る
。
東
京
大
学
教
授
か
ら
総
長
、
理

化
学
研
究
所
初
代
所
長
、
文
部
大
臣
な
ど
を
歴
任
し
た
。
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注
⑱ 　

LPL. A
rchbishop Randall T

hom
as D

avidson Papers, volum
e 

393 Japan 1910-1924. Cecil Boutflow
er to D

avidson, A
ugust 15 

1910.　

ア
イ
オ
ン
③
三
二
八
頁
よ
り
引
用
。

注
⑲　

ア
イ
オ
ン
③
三
二
一
～
三
二
二
頁

五
．
南
東
京
地
方
部
の
経
緯
と
歴
代
主
教

　

日
本
へ
の
伝
道
開
始
以
来
、
英
米
各
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
相
互
の
連

絡
や
調
整
の
な
い
ま
ま
に
、
宣
教
活
動
を
進
め
て
き
た
。
こ
れ
は

や
が
て
、
三
伝
道
協
会
間
の
協
調
関
係
の
あ
り
か
た
、
及
び
主
教

権
を
め
ぐ
っ
て
問
題
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
各
教
会
の

管
理
運
営
に
あ
た
っ
て
の
区
画
区
分
と
、
そ
れ
を
管
理
す
る
主
教

の
管
轄
権
の
問
題
は
、
日
本
聖
公
会
が
組
織
と
し
て
成
立
発
足
し

た
一
八
八
七
（
明
治
二
〇
）
年
の
第
一
回
総
会
以
来
の
懸
案
で

あ
っ
た
。
一
八
九
一
年
に
提
案
・
実
施
さ
れ
た
、
本
州
を
二
分

し
、
そ
れ
に
九
州
一
円
と
北
海
道
一
円
と
を
合
わ
せ
て
、
四
地
方

と
す
る
施
策
を
も
と
に
、
一
八
九
四
（
明
治
二
七
）
年
の
臨
時
総

会
で
、
全
国
に
以
下
の
六
「
地
方
」
が
置
か
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
カ
ッ
コ
内
は
運
営
に
あ
た
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
名
で
あ
る
。

　
　

東
京
北
部
地
方
（
米
国
聖
公
会
）

　
　

東
京
南
部
地
方
（
英
国
Ｓ
Ｐ
Ｇ
）

　
　

京
都
地
方
（
米
国
聖
公
会
）

　
　

大
阪
地
方
（
英
国
Ｃ
Ｍ
Ｓ
）

　
　

九
州
地
方
（
英
国
Ｃ
Ｍ
Ｓ
）

　
　

大
阪
地
方
（
英
国
Ｃ
Ｍ
Ｓ
）

　

こ
の
「
地
方
」
の
設
定
は
、
そ
れ
ま
で
宣
教
に
携
わ
っ
て
き
た

各
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
関
与
を
引
き
続
き
継
続
す
る
こ
と
を
前
提
と
し

た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
一
八
九
六
（
明
治
二

九
）
年
の
第
五
総
会
で
各
「
地
方
」
は
「
地
方
部
」
と
呼
ば
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。

　

英
米
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
は
別
に
、
カ
ナ
ダ
聖
公
会
は
、
一
八
八
八

年
か
ら
、
主
と
し
て
中
部
地
方
で
宣
教
活
動
を
行
っ
て
き
た
が
、

一
九
一
二
（
明
治
四
五
、
大
正
元
）
年
、
南
東
京
地
方
部
か
ら
、

新
潟
、
長
野
、
愛
知
、
岐
阜
の
四
県
が
分
離
さ
れ
、「
中
部
地
方

部
」
が
成
立
し
た
。
中
部
地
方
部
の
分
離
・
成
立
に
伴
い
、
南
東

京
地
方
部
の
区
画
は
、
東
京
府
の
一
部
、
千
葉
、
神
奈
川
、
静

岡
、
山
梨
各
県
と
な
っ
た
。

　

一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
、
大
阪
教
区
と
並
ん
で
東
京
教
区

が
発
足
す
る
に
あ
た
り
、
南
東
京
地
方
部
か
ら
聖
ア
ン
デ
レ
教
会

ほ
か
一
〇
教
会
が
、
ま
た
、
北
東
京
地
方
部
か
ら
は
聖
三
一
教
会

ほ
か
一
五
教
会
が
東
京
教
区
に
移
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。（
但

し
、
聖
路
加
病
院
、
立
教
学
院
、
立
教
女
学
院
な
ど
の
諸
施
設

は
、
従
来
に
引
き
続
き
北
東
京
地
方
部
の
所
管
に
留
ま
っ
た
。）

新
生
の
二
つ
の
教
区
に
は
、
初
め
て
の
邦
人
主
教
で
あ
る
名
出
保

太
郎
注
①（
大
阪
）、
元
田
作
之
進
注
②（
東
京
）の
二
師
が
就
任
し
た
。

そ
れ
に
伴
い
、
南
東
京
地
方
部
は
、
長
ら
く
主
教
座
聖
堂
と
し
て
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き
た
芝
聖
ア
ン
デ
レ
教
会
を
東
京
教
区
に
移
管
し
、
そ
れ
に
代
わ

る
主
教
座
聖
堂
を
横
浜
に
移
す
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
の
移
管
が

ス
ム
ー
ス
に
行
わ
れ
た
こ
と
は
、
特
筆
に
値
す
る
こ
と
と
言
え
よ

う
。
一
九
四
一
年
の
第
二
〇
回
総
会
に
お
い
て
、
従
来
の
二
教
区

八
地
方
部
制
を
廃
止
し
、
一
〇
の
教
区
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
南
東
京
地
方
部
も
南
東
京
教
区
と
な
っ
た
。

　

南
東
京
地
方
部
、
南
東
京
教
区
の
戦
前
ま
で
の
歴
代
主
教
と
そ

の
在
任
期
間
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

１
．
Ｅ
・
ビ
カ
ス
テ
ス
（Edw

ard Bickersteth

）
Ｓ
Ｐ
Ｇ

　
　

 

一
八
八
六（
明
治
一
九
）年
四
月
（
来
日
）～
一
八
九
六（
明
治

二
九
）年
一
二
月
（
離
日
）

　

２
．
Ｗ
・
オ
ー
ド
レ
ー
（W

illiam
 A

w
dry
）
Ｓ
Ｐ
Ｇ

　
　

 

一
八
九
八（
明
治
三
一
）年
八
月
～
一
九
〇
八（
明
治
四
一
）年

一
一
月

　

３
． 

Ｓ
・
Ｈ
・
ボ
ー
フ
ラ
ワ
ー
（Cecil H

enry Boutflow
er

） 

Ｓ
Ｐ
Ｇ

　
　

 

一
九
〇
九（
明
治
四
二
）年
二
月
～
一
九
二
一（
大
正
一
〇
）年

一
〇
月

　

４
．
Ｓ
・
ヘ
ー
ズ
レ
ッ
ト
（Sam

uel H
easlett

）
Ｃ
Ｍ
Ｓ

　
　

 

一
九
二
二（
大
正
一
一
）年
五
月
～
一
九
四
〇（
昭
和
一
五
）年

一
〇
月

　

５
．
須
貝　

止

　
　

 

一
九
四
一（
昭
和
一
六
）年
九
月
～
一
九
四
七（
昭
和
二
二
）年

八
月

注
① 　

大
阪
三
一
神
学
校
、
築
地
の
東
京
三
一
神
学
校
で
学
ぶ
。
神
田
基
督
教

会
、
大
阪
川
口
基
督
教
会
な
ど
を
司
牧
。

注
② 　

大
阪
の
川
口
英
和
学
舎
で
学
ん
だ
後
渡
米
し
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
神

学
校
、
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
大
学
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
な
ど
で
学
業
を
修
め

る
。
帰
国
後
、
立
教
中
学
校
長
、
立
教
大
学
学
長
を
経
て
東
京
教
区
主
教

に
就
任
し
た
。

六
．
南
東
京
地
方
部
主
教
と
し
て
の
ヘ
ー
ズ
レ
ッ
ト
師

　

前
節
で
述
べ
た
経
緯
か
ら
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、「
こ
の
教
区

（
引
用
者
注
・
南
東
京
地
方
部
）
の
大
部
分
は
、
Ｃ
Ｍ
Ｓ
と
は
別

の
、
Ｓ
Ｐ
Ｇ
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
」注
①
の
で
あ
り
、
前
代

諸
主
教
が
Ｓ
Ｐ
Ｇ
所
属
で
あ
っ
た
後
を
継
い
で
、
Ｃ
Ｍ
Ｓ
の
ヘ
ー

ズ
レ
ッ
ト
師
が
主
教
に
就
任
す
る
の
は
、
彼
の
職
務
遂
行
の
大
変

さ
を
示
す
そ
も
そ
も
の
事
態
で
あ
っ
た
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

同
教
区
の
主
教
選
任
に
あ
た
っ
て
、
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
主
教
注
②

は
、
前
任
の
ボ
ウ
フ
ラ
ワ
ー
主
教
が
日
本
語
に
堪
能
と
は
い
え

ず
、
そ
の
た
め
に
苦
労
や
葛
藤
を
抱
え
て
い
た
注
③
こ
と
か
ら
、

後
任
は
日
本
語
能
力
に
優
れ
た
候
補
者
で
あ
る
こ
と
を
重
視
し

た
。
ヘ
ー
ズ
レ
ッ
ト
師
の
言
語
能
力
は
南
東
京
教
区
の
主
教
に
任

命
さ
れ
た
重
要
な
要
件
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
だ
け
で
は
な



－ 40 －

く
、「
幸
い
な
こ
と
に
、
ヘ
ー
ズ
レ
ッ
ト
は
、
機
知
に
富
ん
だ
食

後
の
ス
ピ
ー
チ
や
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
特
有
の
ユ
ー
モ
ア
で
知
ら

れ
て
い
た
。
彼
は
ま
た
、
文
章
を
よ
く
書
き
、
そ
の
手
紙
の
一
部

に
は
、
日
本
の
宗
教
的
、
政
治
的
状
況
に
関
す
る
洞
察
に
富
ん
だ

コ
メ
ン
ト
が
含
ま
れ
て
い
る
」注
④
、
と
の
人
物
評
か
ら
も
、
ま
た
、

同
師
と
の
接
触
が
深
か
っ
た
あ
る
聖
職
に
よ
る
、「
南
東
京
地
方

部
時
代
の
長
い
歴
史
を
通
じ
て
、
種
々
な
困
難
の
う
ち
に
優
れ
た

統
率
力
で
よ
く
地
方
部
を
導
く
一
方
、
円
満
な
人
柄
と
ユ
ー
モ
ア

に
富
ん
だ
言
葉
で
人
々
に
親
し
ま
れ
、
温
容
今
も
な
つ
か
し
ま
れ

る
の
は
主
教
サ
ム
エ
ル
・
へ
ー
ズ
レ
ッ
ト
師
で
あ
る
」注
⑤
と
の
記

述
か
ら
も
、
親
し
み
や
す
く
円
満
な
人
柄
が
、
主
教
と
し
て
の
働

き
に
資
す
る
点
が
大
き
か
っ
た
こ
と
が
偲
ば
れ
る
。
南
東
京
地
方

部
の
年
表
に
よ
れ
ば
、
一
九
二
六
（
大
正
一
五
）
年
四
月
に
「
鎌

倉
、
材
木
座
の
光
明
館
で
、
Ｓ
Ｐ
Ｇ
・
Ｃ
Ｍ
Ｓ
合
同
研
修
会
を
行

う
」注
⑥
と
わ
ざ
わ
ざ
記
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
ヘ
ー
ズ
レ
ト
師
が

主
教
に
就
任
し
た
後
で
も
、
両
派
の
間
に
依
然
と
し
て
何
ら
か
の

壁
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
伺
え
、
同
師
の
穏
や
か
な
人
柄
に
も

と
づ
く
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
発
揮
さ
れ
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。

　

さ
て
、
ア
イ
オ
ン
氏
が
指
摘
し
て
い
る
「
イ
ギ
リ
ス
の
宣
教
師

活
動
の
弱
点
を
明
ら
か
に
す
る
だ
け
で
な
く
、
日
本
で
の
英
国
の

影
響
力
の
よ
り
一
般
的
な
衰
退
」
と
い
う
記
述
（
本
稿
の
第
二

章
）
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
ヘ
ー
ズ
レ
ッ
ト
師
の
主
教
と
し
て
の
働

き
に
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
形
で
現
れ
た
の
か
を
見
て
み
よ

う
。

　

ア
イ
オ
ン
氏
に
よ
れ
ば
、「
一
九
二
一
年
六
月
に
は
、
南
東
京

教
区
で
Ｓ
Ｐ
Ｇ
に
よ
っ
て
派
遣
さ
れ
て
い
る
欧
州
か
ら
の
聖
職
は

四
人
だ
け
で
、
そ
の
内
の
二
人
は
帰
国
中
で
あ
っ
た
。
一
〇
年
前

に
は
、
一
〇
人
の
宣
教
師
司
祭
が
在
任
し
て
い
の
だ
が
…
。
確
か

に
、
一
九
〇
八
年
以
来
、
Ｓ
Ｐ
Ｇ
の
聖
職
宣
教
師
は
新
し
く
任
命

さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
Ｃ
Ｍ
Ｓ
は
、
そ
の
最
後
の
聖
職
宣
教
師
が

一
九
一
六
年
に
到
着
し
て
も
状
況
は
ほ
と
ん
ど
よ
く
は
な
ら
ず
、

一
九
二
三
年
ま
で
に
、
経
費
節
減
や
宣
教
師
の
退
職
に
関
す
る
新

た
な
規
制
は
、
日
本
全
国
を
通
じ
て
の
男
性
と
女
性
の
宣
教
師
の

合
計
数
を
六
〇
か
ら
四
〇
に
減
ら
す
と
い
う
脅
威
を
も
た
ら
し

た
」注
⑦
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
ヘ
ー
ズ
レ
ッ
ト
主
教
は
、

最
初
の
邦
人
主
教
が
二
人
と
も
米
国
聖
公
会
系
で
、「
神
学
的
に
、

世
俗
的
に
過
ぎ
る
」
こ
と
に
危
惧
の
念
を
抱
い
て
い
た
。
ま
た
日

本
人
聖
職
者
の
海
外
で
の
教
育
・
訓
練
の
機
会
は
米
国
に
比
べ
て

イ
ギ
リ
ス
で
は
少
な
く
、
そ
の
結
果
、
将
来
の
日
本
人
主
教
は
ま

す
ま
す
ア
メ
リ
カ
聖
公
会
系
と
な
り
、
そ
の
結
果
、
日
本
国
内
で

の
英
国
の
影
響
力
は
必
然
的
に
弱
ま
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
考
え
て

い
た
注
⑧
。

　

こ
の
よ
う
な
英
国
の
衰
退
減
少
は
、
ヘ
ー
ズ
レ
ッ
ト
師
が
南
東

京
地
方
部
監
督
に
就
任
し
た
翌
年
の
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年

九
月
に
起
き
た
関
東
大
震
災
へ
の
救
援
の
際
に
、
よ
り
具
体
的
・

実
際
的
な
姿
で
露
呈
し
た
。
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「
幸
い
な
こ
と
に
、
ほ
と
ん
ど
の
宣
教
師
は
ま
だ
軽
井
沢
で
の

夏
休
み
で
離
れ
て
い
た
の
で
、
地
震
で
亡
く
な
っ
た
英
国
人
宣
教

師
は
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
南
東
京
教
区
は
生
命
の
損
失
を
被
っ

て
い
な
か
っ
た
。
ヘ
ー
ズ
レ
ッ
ト
自
身
は
北
海
道
に
い
た
が
、
東

京
に
戻
り
、
横
浜
、
小
田
原
と
秦
野
で
教
会
や
牧
師
館
が
完
全
に

破
壊
さ
れ
た
こ
と
を
知
っ
た
。
損
失
は
推
定
四
万
五
千
ポ
ン
ド
で

あ
っ
た
が
、
東
京
教
区
で
の
米
国
教
会
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
負
う
二
十

万
ポ
ン
ド
の
損
害
と
比
べ
て
小
さ
か
っ
た
。
東
京
教
区
で
は
、
地

震
前
の
二
三
の
教
会
の
う
ち
わ
ず
か
三
な
い
し
四
だ
け
が
無
事
で

あ
っ
た
注
⑨
。（
中
略
）ア
メ
リ
カ
の
聖
公
会
は
、
義
援
金
十
万
ポ
ン

ド
を
素
早
く
調
達
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
Ｓ
Ｐ
Ｇ
は
一
九
二
四

年
二
月
ま
で
一
万
二
千
ポ
ン
ド
ば
か
り
の
、
そ
し
て
Ｃ
Ｍ
Ｓ
は
情

け
な
い
こ
と
に
、
わ
ず
か
三
千
ポ
ン
ド
だ
け
を
調
達
し
た
。」注
⑩

　

緊
急
事
態
に
対
す
る
望
ま
し
い
支
援
の
あ
り
か
た
は
、
勿
論
、

義
援
金
の
多
寡
だ
け
で
云
々
で
き
な
い
し
、
す
べ
き
で
も
な
い
と

考
え
ら
れ
る
が
、
右
の
金
額
の
差
は
、
各
宣
教
団
体
の
、
日
本
聖

公
会
へ
の
力
の
入
れ
方
と
、
そ
の
影
響
力
の
状
況
が
反
映
さ
れ
て

い
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
、
イ
ギ
リ
ス
聖
公
会
の
衰
退
は
、
ど
こ
か
ら
生
ま

れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
理
由
を
推
察
・
整
理
し
て
お
こ
う
。

　

ア
イ
オ
ン
氏
に
よ
れ
ば
、
そ
の
一
つ
は
、
イ
ギ
リ
ス
本
国
で
く

す
ぶ
っ
て
い
た
日
本
宣
教
へ
の
懸
念
が
、
結
局
払
拭
さ
れ
ず
に
終

わ
っ
た
こ
と
で
あ
り
、「
か
り
に
英
国
人
宣
教
師
に
何
か
大
き
な

失
敗
が
あ
っ
た
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
、
ヨ
ー
ク
大
主
教
が
認
め
た

『
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
に
対
す
る
相
当
な
不
信
感
』、
こ
の
『
不
信

感
』
を
、
英
国
側
の
教
会
の
頂
点
を
構
成
す
る
人
び
と
か
ら
一
九

四
一
年
以
前
に
拭
い
去
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
る
」注
⑪
と
し
て
い

る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
同
氏
は
更
に
、「
宣
教
師
は
、
天
皇
崇
拝

を
進
め
よ
う
と
す
る
政
府
の
政
策
は
布
教
を
妨
げ
る
と
正
確
に
認

識
し
て
い
た
が
、
そ
れ
へ
の
具
体
的
な
対
応
は
な
か
な
か
と
れ
な

か
っ
た
。
宣
教
師
が
し
た
こ
と
と
い
え
ば
、
こ
の
挑
戦
は
「
宗
教

と
愛
国
心
を
同
一
化
し
、
天
皇
の
祖
先
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
、

現
在
の
天
皇
を
忠
誠
と
犠
牲
的
献
身
の
対
象
と
す
る
」
試
み
だ
と

認
識
す
る
く
ら
い
だ
っ
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
注
⑫
。
そ
し
て
、

「
第
一
次
世
界
大
戦
後
、
英
国
人
宣
教
師
は
、
日
本
の
キ
リ
ス
ト

教
化
に
お
け
る
自
分
た
ち
の
目
標
や
役
割
に
つ
い
て
、
し
だ
い
に

確
た
る
見
通
し
を
失
っ
て
い
っ
た
。（
中
略
）
対
日
布
教
活
動
を

続
け
る
べ
き
か
と
い
う
疑
問
の
声
す
ら
出
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ

の
時
期
（
一
九
二
〇
年
代
前
半
）
に
不
安
材
料
と
な
っ
て
い
た
の

は
、
英
国
海
外
福
音
伝
道
協
会
の
弱
体
ぶ
り
で
あ
っ
た
。
す
で
に

約
一
五
年
間
、
英
国
海
外
福
音
伝
道
協
会
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
か

ら
日
本
に
赴
任
す
る
宣
教
師
を
一
人
も
任
命
し
て
い
な
か
っ
た
の

で
あ
る
」
と
状
況
を
説
明
し
て
い
る
注
⑬
。

　

こ
の
よ
う
な
事
態
は
、
同
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
政
治
・
国

際
的
視
野
か
ら
大
局
的
に
み
れ
ば
、「
大
英
帝
国
の
衰
退
」
の
前

触
れ
の
一
つ
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。「
こ
の
迷
い
や
、
決
断
の
放
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棄
は
、
そ
の
底
の
病
根
を
も
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す

な
わ
ち
、
意
欲
喪
失
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
意
欲
喪
失
は
、
さ
ら

に
深
刻
な
自
信
喪
失
―
海
外
に
お
け
る
英
国
の
衰
退
と
弱
体
の
兆

候
で
あ
っ
た
自
信
喪
失
―
の
先
触
れ
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
布

教
活
動
の
衰
退
は
大
英
帝
国
の
衰
退
を
先
取
り
し
た
も
の
で
あ

る
」。注
⑭

　

た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
事
態
を
打
開
し
よ
う
と
す
る
ヘ
ー
ズ

レ
ッ
ト
主
教
の
努
力
の
後
ろ
楯
と
な
っ
た
で
き
ご
と
も
あ
っ
た
。

カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
主
教
ダ
ビ
ッ
ド
ソ
ン
（D

avidson

）注
⑮
は
、
イ

ギ
リ
ス
の
宣
教
師
活
動
や
日
本
聖
公
会
が
直
面
し
て
い
る
困
難
を

考
慮
し
、
イ
ギ
リ
ス
の
教
会
が
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
、
日
本
聖

公
会
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
を
探
る
必
要
性
か
ら
、
一
九
二

四
年
に
日
本
に
特
使
と
し
て
聖
オ
ー
ガ
ス
テ
ィ
ン
カ
レ
ッ
ジ
（St 

A
ugustineʼs College

）
の
学
長
で
あ
る
、
ア
ー
サ
ー
・
ナ
イ
ト

（A
rthur K

night

）
主
教
を
派
遣
し
た
の
で
あ
る
。
ナ
イ
ト
主

教
は
、
日
本
に
お
け
る
英
国
の
宣
教
師
活
動
を
続
け
る
必
要
性
が

あ
る
こ
と
を
報
告
し
た
。
そ
の
結
果
、
す
で
に
一
九
一
〇
年
に
来

日
し
て
い
た
Ｂ
・
シ
ン
プ
ソ
ン
（Basil Bim

pson

）
師
を
神
戸

地
方
部
主
教
に
任
命
し
、
新
た
に
イ
ギ
リ
ス
か
ら
北
海
道
地
方
部

に
Ｇ
・
Ｊ
・
ウ
オ
ル
シ
ュ
（Gordon John W

alsh

）
主
教
を
送

る
な
ど
の
関
与
・
支
援
回
復
の
動
き
が
促
進
さ
れ
た
注
⑯
。

　

そ
し
て
こ
の
未
曾
有
の
大
災
害
は
、
こ
の
難
事
へ
の
ヘ
ー
ズ

レ
ッ
ト
主
教
の
献
身
的
な
対
応
が
、
教
区
民
の
同
師
へ
の
信
頼
感

を
更
に
高
め
る
機
縁
と
な
っ
た
こ
と
、
ま
た
「
そ
れ
は
、
日
本
聖

公
会
の
震
災
後
の
精
神
的
な
再
建
（
つ
ま
り
、
信
徒
が
定
期
的
に

礼
拝
に
出
る
習
慣
を
徐
々
に
取
り
戻
さ
せ
て
い
た
）
と
な
っ
て
お

り
、
そ
の
こ
と
を
一
人
の
高
齢
の
Ｓ
Ｐ
Ｇ
の
宣
教
師
は
、
物
質
的

な
再
建
よ
り
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
た
」注
⑰
と
い
う
結
果
を
招
く

こ
と
に
も
な
っ
た
。

注
①　

ア
イ
オ
ン
④
ｐ
．４
４
４

注
②　

Randall D
avidson

主
教

注
③ 　

ア
イ
オ
ン
①
ｐ
．９
０ A

rchbishop of Canterbury to Canon W
addy, 

M
ay 29, 1925 spg Series D

. 1925, U
SPGA

注
④　

ア
イ
オ
ン
④
ｐ
．４
４
４

注
⑤　

村
岡
米
男
・
他
「
Ｓ
・
ヘ
ー
ズ
レ
ッ
ト　
　

南
東
京
の
慈
父　
　

」
日
本

聖
公
会
歴
史
編
纂
委
員
会
編
『
あ
か
し
び
と
た
ち
』
一
三
〇
頁

注
⑥ 　

日
本
聖
公
会
横
浜
教
区
歴
史
編
纂
委
員
『
み
名
に
よ
り
て
』
二
七
九
頁

注
⑦　

ア
イ
オ
ン
④
ｐ
．４
４
５

注
⑧　

上
に
同
じ

注
⑨ 　

引
用
者
注
＝
関
東
大
震
災
に
よ
る
教
会
の
倒
壊
・
焼
失
状
況
は
、
資
料

に
よ
り
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
が
、
東
京
で
は
、
聖
三
一
教
会
、
深
川
真
光
教

会
、
聖
慰
主
教
会
、
聖
パ
ウ
ロ
教
会
、
聖
ヨ
ハ
ネ
教
会
、
諸
聖
徒
教
会
、

聖
愛
教
会
、
神
田
基
督
教
会
、
信
愛
教
会
、
月
島
聖
公
会
な
ど
が
被
災
し

た
。
ま
た
築
地
に
あ
っ
た
立
教
中
学
校
、
立
教
女
学
院
も
焼
失
、
池
袋
の

立
教
大
学
も
大
き
な
損
傷
を
受
け
た
。
南
東
京
地
方
部
で
は
、
横
浜
聖
ア
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ン
デ
レ
教
会
、
逗
子
聖
ペ
テ
ロ
教
会
、
小
田
原
聖
十
字
教
会
、
秦
野
聖
ル

カ
教
会
、
館
山
聖
ア
ン
デ
レ
教
会
な
ど
八
教
会
が
被
災
し
た
と
あ
る
。

注
⑩　

ア
イ
オ
ン
④
ｐ
．４
４
７

注
⑪　

ア
イ
オ
ン
③
三
一
八
頁

注
⑫　

ア
イ
オ
ン
③
三
二
八
頁

注
⑬　

同　

三
二
九
頁

注
⑭　

同　

三
二
七
頁

注
⑮　

Randall D
avidson 

在
位
一
九
〇
三
～
二
八
年

注
⑯ 　

し
か
し
、
Ｃ
Ｍ
Ｓ
は
、
そ
の
後
も
北
海
道
地
方
部
へ
の
支
援
を
停
止
し

よ
う
と
す
る
動
き
を
見
せ
、
ウ
オ
ル
シ
ュ
主
教
就
任
後
も
、
一
九
二
四

（
大
正
一
三
）
年
に
は
こ
の
地
域
か
ら
の
撤
退
を
計
り
、
結
局
、
支
援
額
を

二
割
減
と
し
て
、
各
教
会
の
自
立
を
勧
告
し
た
（
渡
辺
政
直
「
Ｇ
・
Ｊ
・

ウ
オ
ル
シ
ュ
」『
あ
か
し
び
と
た
ち
』
一
四
四
～
五
頁
）

注
⑰ 　

LPL. D
avidson Papers , volum

e 394, Japan 1924-1926.

R.D
.M

.Shaw
 M

em
orandum

 on Japan, June 1924.　

ア
イ
オ
ン
④
ｐ
．

４
４
７
よ
り
引
用
。

七
．�

日
本
聖
公
会
を
代
表
す
る
主
教
と
し
て
の

ヘ
ー
ズ
レ
ッ
ト
師

　

ヘ
ー
ズ
レ
ッ
ト
師
は
、
南
東
京
地
方
部
主
教
の
任
務
を
負
い
な

が
ら
、
Ｊ
・
マ
キ
ム
（John M

ckim

）注
①
主
教
の
後
を
受
け
て
、

一
九
三
五
（
昭
和
一
〇
）
年
に
、
日
本
聖
公
会
全
体
を
代
表
す
る

立
場
で
あ
る
、
総
会
議
長
、
主
教
会
議
長
な
ど
の
役
割
（
現
在
の

首
座
主
教
に
あ
た
る
）
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
責
を
担
う

立
場
と
な
っ
た
へ
ー
ズ
レ
ッ
ト
を
待
ち
受
け
て
い
る
状
況
は
日
に

日
に
厳
し
さ
を
増
し
て
い
た
。
一
九
三
六
年
八
月
、
駐
日
英
国
大

使
サ
ー
・
ロ
バ
ー
ト
・
ク
ラ
イ
ヴ
（Sir Robert Clive

）注
②
へ
の

書
簡
の
中
で
、
師
は
こ
う
窮
状
を
漏
ら
し
て
い
る
。「
条
約
に

よ
っ
て
認
め
ら
れ
て
い
た
特
権
や
権
利
を
大
幅
に
削
減
し
、
わ
れ

わ
れ
の
行
動
を
制
限
す
る
動
き
が
周
囲
の
至
る
と
こ
ろ
で
生
じ
て

お
り
ま
す
。
こ
の
帝
国
で
布
教
活
動
を
開
始
し
、
拡
大
せ
よ
と
言

わ
れ
て
き
た
わ
け
で
す
が
、
そ
の
根
底
に
あ
っ
た
条
件
自
体
が
大

き
く
変
化
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
」注
③
。

　

こ
の
よ
う
に
政
治
的
、
社
会
的
状
況
が
厳
し
さ
を
増
す
中
で
も
、

日
本
聖
公
会
は
、
一
九
三
七
年
の
組
織
成
立
五
〇
年
を
記
念
し

て
、
四
月
に
華
々
し
い
記
念
行
事
を
繰
り
広
げ
、
ヘ
ー
ズ
レ
ッ
ト

主
教
も
そ
の
主
宰
者
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
た
。
微
増
な
が
ら
教

勢
も
拡
大
伸
長
し
、
こ
の
年
に
は
、
会
員
数
四
万
三
〇
〇
〇
人
と

い
う
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
行
事
の
余
韻
に

浸
る
暇
も
与
え
ず
、
へ
ー
ズ
レ
ッ
ト
師
ら
英
国
人
宣
教
師
た
ち
、

そ
し
て
日
本
聖
公
会
を
窮
地
に
追
い
込
ん
だ
事
態
が
発
生
し
た
。

　

一
九
三
七
年
秋
、
中
国
北
部
で
の
日
本
の
軍
事
行
動
に
抗
議
す

る
集
会
が
ロ
ン
ド
ン
の
ア
ル
バ
ー
ト
・
ホ
ー
ル
（Royal A

lbert 
H

all
）
で
開
か
れ
、
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
主
教
の
コ
ズ
モ
・
ラ
ン
グ

（Cosm
o Lang

）
師
が
そ
の
議
長
を
務
め
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
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は
、
イ
ギ
リ
ス
の
新
聞
社
『
ニ
ュ
ー
ズ
・
ク
ロ
ニ
ク
ル
（N

ew
s 

Cronicle

）』注
④
が
企
画
し
た
も
の
で
、
集
会
の
目
的
は
、
日
本
軍

に
よ
る
中
国
で
の
無
差
別
爆
撃
に
抗
議
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
集

会
の
直
前
、
Ｎ
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
（N

evil Cham
berlain

）注
⑤
英

国
首
相
は
ラ
ン
グ
と
会
見
し
、
主
教
が
議
長
を
つ
と
め
れ
ば
、
か

え
っ
て
マ
イ
ナ
ス
の
効
果
が
生
じ
る
か
も
し
れ
な
い
注
⑥
、
と
警

告
し
た
。
し
か
し
抗
議
集
会
へ
の
参
加
を
明
確
に
禁
じ
た
わ
け
で

は
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
も
、
ラ
ン
グ
は
議
長
就
任
の
決
断
を
し
た

の
で
あ
る
。

　

日
本
在
住
の
英
国
人
宣
教
師
レ
オ
ノ
ラ
・
Ｅ
・
リ
ー
（Leonora 

Edith Lea

）注
⑦
は
、
折
し
も
休
暇
で
帰
英
中
で
あ
っ
た
の
で
、
こ

の
集
会
に
立
ち
会
う
機
会
を
も
っ
た
。
そ
の
時
の
様
子
を
回
想

記
注
⑧
の
中
で
記
し
て
い
る
。
会
の
実
際
の
様
子
を
伝
え
る
記
録

で
あ
る
の
で
、
文
末
に
資
料
（
一
）
と
し
て
引
用
し
て
お
こ
う
。

こ
の
記
録
か
ら
は
、
全
体
と
し
て
は
整
然
と
し
て
行
わ
れ
た
集
会

の
な
か
で
、
ひ
と
き
わ
目
立
つ
煽
情
的
な
発
言
も
あ
っ
た
こ
と
が

窺
え
る
。

　

こ
の
事
件
が
、
日
本
の
新
聞
で
大
き
く
報
道
さ
れ
る
と
、
日
本

聖
公
会
は
、
教
務
院
会
議
開
催
中
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
直
ち

に
対
応
の
措
置
を
と
っ
た
。『
キ
リ
ス
ト
教
週
報
』
に
は
、
そ
の

こ
と
を
伝
え
る
激
し
い
調
子
の
記
事
（
文
末
の
資
料
〈
二
〉
参

照
）
が
載
せ
ら
れ
た
。
こ
の
記
事
に
は
、「
支
那
の
悪
宣
伝
に
乗

ぜ
ら
れ
た
認
識
の
不
足
よ
り
せ
る
判
断
に
基
づ
き
、
大
監
督
と
も

あ
ろ
う
も
の
が
此
く
の
如
き
集
会
を
司
る
こ
と
の
不
条
理
」
と
い

う
ア
ジ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
よ
う
な
表
現
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
日
本

側
の
受
け
止
め
方
の
様
子
が
推
測
で
き
る
。
こ
れ
に
対
し
て
ラ
ン

グ
大
主
教
は
、
同
年
一
〇
月
二
七
日
付
で
ヘ
ー
ズ
レ
ッ
ト
主
教
宛

に
、
資
料
（
三
）
の
よ
う
な
返
書
を
送
っ
て
き
た
。

　

こ
の
書
簡
の
中
で
、
ラ
ン
グ
師
は
、「
当
時
我
ら
が
事
実
と
し

て
知
り
得
た
る
処
に
基
け
ば
、
そ
れ
は
基
督
教
の
主
義
に
も
人
道

の
主
義
に
も
一
様
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
と
見
へ
た
か
ら
、
私
は

沈
黙
を
守
る
こ
と
が
出
来
な
か
つ
た
」
と
、
こ
の
会
を
主
催
し
た

動
機
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
ラ
ン
グ
は
、
駐
英
日
本
大
使
・
吉

田
茂
に
説
明
す
る
手
紙
の
中
で
も
、
同
じ
趣
旨
を
次
の
よ
う
に
記

し
て
い
る
。「
わ
た
く
し
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
道
徳
的
な
世
論
、

と
く
に
キ
リ
ス
ト
教
的
な
世
論
を
代
表
す
る
、
と
い
う
立
場
に
あ

り
、
こ
う
し
た
感
情
を
何
ら
か
の
形
で
表
明
す
る
こ
と
を
断
る
わ

け
に
は
ゆ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
も
っ
と
も
、
そ
の
際
に
、
適
切
な

慎
み
は
忘
れ
な
い
よ
う
に
い
た
し
た
く
思
い
ま
す
が
」注
⑨
。

　

し
か
し
、
ラ
ン
グ
主
教
の
こ
の
よ
う
な
「
配
慮
」
に
も
拘
わ
ら

ず
、
こ
の
事
件
が
も
た
ら
し
た
日
本
聖
公
会
へ
の
影
響
は
甚
大
で

あ
っ
た
。
例
え
ば
、
当
時
、
聖
公
会
神
学
院
の
教
授
で
あ
っ
た

Ｋ
・
サ
ン
ス
ベ
リ
ー
（K

enneth Sansbury

）注
⑩
が
母
国
に
報
告

し
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
松
井
米
太
郎
注
⑪
東
京
教
区
主
教
は
、

ラ
ン
グ
大
主
教
の
行
為
は
「
わ
れ
わ
れ
と
英
国
の
教
会
と
の
関
係

終
了
」
を
意
味
す
る
、
と
ま
で
発
言
し
た
と
い
う
注
⑫
。
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さ
ら
に
塚
田
理
は
、「『
ア
ル
バ
ー
ト
・
ホ
ー
ル
事
件
』
は
、
そ
の

後
の
日
本
聖
公
会
に
対
す
る
特
高
警
察
や
憲
兵
隊
の
介
入
や
弾
圧
、

特
に
ヘ
ー
ズ
レ
ッ
ト
、
須
貝
、
佐
々
木
三
監
督
の
ス
パ
イ
容
疑
に

よ
る
拘
留
な
ど
に
影
響
を
与
え
る
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。」注
⑬
と

述
べ
て
、
こ
の
事
件
が
、
ヘ
ー
ズ
レ
ッ
ト
主
教
拘
禁
に
繋
が
り
、

二
人
の
日
本
人
主
教
逮
捕
の
遠
因
と
も
な
っ
て
、
日
本
聖
公
会
の

致
命
傷
と
も
な
る
も
の
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
ア
イ
オ
ン

氏
も
こ
の
見
方
を
支
持
し
、
ラ
ン
グ
氏
の
行
動
に
つ
い
て
以
下
の

よ
う
に
論
評
し
て
い
る
。

　
「
大
主
教
ラ
ン
グ
は
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
人
道
主
義
者
と
し
て

の
立
場
か
ら
行
動
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
結
果
に
よ
る
、
日
本
聖

公
会
と
、
日
本
に
お
け
る
英
国
の
位
置
に
対
し
て
の
考
慮
が
欠
け

て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
」注
⑭
。「
ラ
ン
グ
が
行
っ
た
こ
と

は
、
英
国
人
宣
教
師
活
動
と
日
本
聖
公
会
に
注
目
を
引
か
せ
た
。

ア
ル
バ
ー
ト
ホ
ー
ル
の
事
件
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
原
理
お
よ
び
人

道
主
義
者
の
衝
撃
と
、
日
本
人
の
感
性
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
衝

突
を
顕
わ
に
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
反
英
感
情
を
惹
き
起
こ
す
た

め
の
身
代
わ
り
と
し
て
、
英
国
の
宣
教
師
の
活
動
を
利
用
す
る
口

実
と
、
日
本
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
を
外
国
の
管
理
と
影
響
か
ら

解
放
す
る
た
め
の
口
実
を
日
本
の
当
局
に
提
供
し
た
」注
⑮
。

注
① 　

ア
メ
リ
カ
聖
公
会
派
遣
の
宣
教
師
。
一
八
八
〇
年
か
ら
一
九
三
五
年
ま

で
の
五
五
年
間
日
本
聖
公
会
の
た
め
の
貢
献
。
そ
の
間
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ

主
教
の
後
を
継
い
で
の
江
戸
監
督
、
北
関
東
地
方
部
主
教
、
立
教
大
学
理

事
長
な
ど
を
歴
任
し
た
。

注
②　

第
一
二
代
駐
日
英
国
大
使　

任
期
一
九
三
四
～
三
七
年

注
③　

ア
イ
オ
ン
①
ｐ
．２
２
８　

お
よ
び
ア
イ
オ
ン
③
三
三
〇
頁

注
④ 　

イ
ギ
リ
ス
の
大
衆
紙
で
、
一
九
六
〇
年
にT

he D
aily M

ail

に
買
収
さ

れ
た
。

注
⑤ 　

一
九
三
七
年
五
月
か
ら
四
〇
年
五
月
ま
で
、
イ
ギ
リ
ス
首
相
を
務
め
た
。

ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
と
の
間
に
融
和
政
策
を
と
り
、
そ
の
立
場
か
ら
妥
協

的
な
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
協
定
を
結
ん
だ
。

注
⑥ 　

LPL. Lang Papers, volum
e 7: M

em
orandum

 of M
eeting w

ith 

the Prim
e M

inister, O
ctober 1937. 

ア
イ
オ
ン
④
．ｐ
４
４
８
よ
り
引

用
。

注
⑦ 　

Ｓ
Ｐ
Ｇ
派
遣
の
宣
教
師
。
前
出
の
Ａ
・
リ
ー
師
の
息
女
。
太
平
洋
戦
争

中
も
帰
国
せ
ず
日
本
に
と
ど
ま
っ
た
。
戦
後
、
松
蔭
女
子
短
期
大
学
の
学

長
を
務
め
た
。

注
⑧ 　

レ
オ
ノ
ラ
・
エ
デ
ィ
ス
・
リ
ー
「
戦
中
覚
え
書
」『
松
蔭
女
子
学
院
史
料
』

第
８
集

注
⑨　

ア
イ
オ
ン
③
三
三
三
頁　

お
よ
び
ア
イ
オ
ン
④
ｐ
．４
４
８
～
４
４
９

注
⑩ 　

聖
公
会
神
学
院
教
授　

日
本
で
の
経
験
は
、
オ
ー
ド
リ
ー
・
ト
ー
ク
ス

著
、
松
平
・
北
條
訳
『
二
つ
の
日
本
』（
聖
公
会
出
版　

二
〇
一
三
）
に
詳

し
い
。

注
⑪ 　

元
田
作
之
進
前
監
督
の
死
去
に
伴
い
、
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
に
東

京
教
区
主
教
に
就
任
し
た
。
立
教
学
院
理
事
長
も
務
め
た
。
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注
⑫ 　

U
SPG

A
. South T

okyo Letters R
eceived 1938. K

enneth 

Sansbury, circular letter no. 1, O
ctober 7 1938.　

ア
イ
オ
ン
①
ｐ
．

２
３
２
よ
り
引
用

注
⑬　

塚
田
②　

一
八
五
頁

注
⑭　

ア
イ
オ
ン
④
Ｐ
．４
５
２

注
⑮　

ア
イ
オ
ン
④
Ｐ
．４
５
３

八
．
コ
ズ
モ
・
ラ
ン
グ
・
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
主
教
に
つ
い
て

　

こ
こ
で
ラ
ン
グ
主
教
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
と
経
歴
を
概
観
し
て
お

こ
う
注
①
。
ラ
ン
グ
主
教
は
、
ヘ
ー
ズ
レ
ッ
ト
師
が
日
本
で
主
教

と
し
て
の
働
き
を
進
め
て
い
る
大
部
分
の
期
間
、
カ
ン
タ
ベ
リ
ー

大
主
教
の
座
に
あ
っ
た
（
在
位
一
九
二
八
年
一
二
月
四
日
～
一
九

四
二
年
五
月
三
一
日
）。
従
っ
て
両
者
間
に
は
、
職
務
上
の
や
り

と
り
や
意
見
交
換
が
時
に
応
じ
て
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。

　

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
コ
ズ
モ
・
ゴ
ー
ド
ン
・
ラ
ン
グ
（W

illiam
 

Cosm
o Lang

）
は
、
一
八
六
四
年
に
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
北
東

部
に
位
置
す
る
ア
バ
デ
ィ
ー
ン
州
（A

berdeenshire

）
の
フ
ィ

ヴ
ィ
ー
（Fyvie

）
で
生
ま
れ
た
。
父
の
ジ
ョ
ン
・
ラ
ン
グ

（John M
arshall Lang

）
は
、
チ
ャ
ー
チ
・
オ
ヴ
・
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
（
長
老
派
）
の
牧
師
で
あ
っ
た
。
ゴ
ー
ド
ン
は
僅
か
一
四

歳
で
大
学
入
学
試
験
に
合
格
し
、
グ
ラ
ス
ゴ
ー
大
学
に
入
学
し

た
。
そ
し
て
一
八
八
二
年
の
夏
に
は
、
同
大
学
を
卒
業
し
、
続
い

て
四
年
間
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の
ベ
リ
オ
ー
ル
・
カ
レ
ッ
ジ

（Balliol College

）
で
歴
史
学
を
学
ん
だ
。
こ
こ
で
の
学
生
時
代

に
、
ロ
ン
ド
ン
の
、
貧
し
い
人
々
が
多
く
住
む
い
わ
ゆ
る
「
イ
ー

ス
ト
エ
ン
ド
」
で
の
セ
ッ
ツ
ル
メ
ン
ト
活
動
に
携
わ
っ
て
い
る
。

　

大
学
を
終
え
た
ラ
ン
グ
は
、
ロ
ン
ド
ン
に
出
て
、
政
治
活
動
に

携
わ
る
こ
と
を
目
指
し
て
実
務
的
な
法
律
の
勉
強
に
取
り
組
ん
だ
。

し
か
し
、
一
八
八
九
年
の
春
に
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の
、
カ
ズ

ド
ン
・
カ
レ
ッ
ジ
（Cuddesdon College

）
で
の
夜
の
礼
拝
に

参
加
し
た
彼
は
、
召
命
の
言
葉
が
心
に
語
り
掛
け
て
い
る
の
を
聞

き
、
聖
職
者
へ
の
道
を
歩
む
こ
と
を
決
意
し
た
。
聖
公
会
の
聖
職

を
目
指
そ
う
と
す
る
彼
に
、
長
老
派
牧
師
で
あ
る
父
は
深
く
失
望

し
た
が
、
最
後
に
は
彼
の
決
断
を
尊
重
し
励
ま
し
た
と
い
う
。

　

そ
し
て
一
八
九
〇
年
に
「
執
事
」、
一
八
九
一
年
五
月
に
、「
司

祭
」
の
按
手
を
受
け
た
。
彼
の
信
仰
的
立
場
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
教
会
で
の
福
音
派
的
環
境
の
下
で
育
っ
た
経
歴
に
逆
ら
う
か
の

よ
う
に
、
英
国
国
教
会
内
の
ア
ン
グ
ロ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
の
位
置
に

立
ち
、
そ
の
進
歩
派
に
与
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

カ
ズ
ド
ン
で
の
勉
学
に
続
き
、
リ
ー
ズ
の
教
会
（Leeds 

Parish Church

）
の
副
牧
師
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の
マ
グ
ダ

レ
ン
・
カ
レ
ッ
ジ
（M

agdaren College

）
の
チ
ャ
プ
レ
ン
、

ポ
ー
ツ
マ
ス
（Portsm

outh

）
の
教
会
な
ど
に
赴
任
し
て
、
貧

し
い
地
域
で
の
牧
会
や
、
地
域
の
刑
務
所
で
の
チ
ャ
プ
レ
ン
と
し
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て
の
活
動
な
ど
に
従
事
し
た
。

　
一
九
〇
一
年
、
ラ
ン
グ
は
、
ロ
ン
ド
ン
の
ス
テ
プ
ニ
ー（Stepney

）

地
区
の
補
佐
主
教
に
就
任
し
た
。
ス
テ
プ
ニ
ー
は
、
イ
ー
ス
ト
エ

ン
ド
に
位
置
し
、
か
つ
て
彼
が
学
生
時
代
に
、
セ
ッ
ツ
ル
メ
ン
ト

活
動
に
携
わ
っ
た
場
所
で
も
あ
る
。
彼
は
失
業
問
題
に
取
り
組

み
、
ま
た
、
英
国
聖
公
会
男
性
協
会
（the Church of England 

M
enʼs Society

＝CEM
S

）
の
議
長
と
な
り
、
会
員
数
二
万
人

に
達
す
る
組
織
に
育
て
上
げ
た
。
一
九
〇
九
年
に
、
ヨ
ー
ク

（Y
ork

）
大
主
教
に
推
挙
さ
れ
就
任
し
た
。
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
主

教
と
並
ぶ
こ
の
要
職
に
四
四
歳
と
い
う
若
さ
で
、
ま
た
教
区
主
教

の
経
験
を
持
た
な
い
者
が
就
く
こ
と
は
異
例
で
あ
っ
た
。
就
任
後

間
も
な
く
、
彼
は
こ
の
地
域
の
教
区
を
分
割
、
新
設
（
例
え
ば

シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド  

＝Sheffi
eld

教
区
）
す
る
機
構
改
革
や
、
社

会
・
経
済
・
労
働
問
題
へ
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
主
教
就

任
に
伴
う
国
会
上
院
議
員
と
し
て
も
活
躍
し
て
い
る
。

　

一
九
一
四
年
に
第
一
次
世
界
大
戦
が
勃
発
す
る
と
、
反
・
ド
イ

ツ
の
姿
勢
を
鮮
明
に
し
、
管
掌
地
域
内
の
聖
職
た
ち
に
従
軍
チ
ャ

プ
レ
ン
へ
の
志
願
を
勧
め
る
一
方
、
自
ら
も
前
線
に
赴
い
て
兵
士

の
激
励
と
慰
問
を
行
っ
て
い
る
。

　

大
戦
終
了
後
は
、
特
に
教
会
一
致
に
向
け
た
活
動
が
目
立
っ
て

い
る
。
具
体
的
な
成
果
を
得
る
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
彼

の
努
力
は
後
に
続
く
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
運
動
の
先
鞭
を
つ
け
た
も

の
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
。
一
九
二
六
年
に
は
エ
リ
ザ
ベ
ス
女

王
に
洗
礼
を
授
け
て
い
る
。

　

一
九
二
八
年
に
、
先
任
者
ラ
ン
ド
ー
ル
・
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
ソ
ン

（Randall T
hom

as D
avidson

）
主
教
の
辞
任
に
伴
っ
て
、
カ

ン
タ
ベ
リ
ー
大
主
教
に
着
坐
し
た
。
就
任
後
数
年
間
、
健
康
を
害

し
て
療
養
し
た
が
間
も
な
く
回
復
し
、
再
び
教
会
一
致
へ
の
活
動

を
強
め
、
正
教
会
、
オ
ー
ル
ド
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
な
ど
と
の
対

話
を
進
め
た
。
こ
の
頃
ラ
ン
グ
は
、
か
つ
て
は
深
く
関
心
を
寄
せ

た
貧
困
問
題
や
社
会
改
革
の
問
題
か
ら
は
遠
の
く
よ
う
に
な
っ
て

い
た
。
一
方
で
師
は
、
国
際
問
題
に
関
し
て
活
発
な
発
言
を
続
け

て
い
た
。
そ
の
一
例
は
、
ド
イ
ツ
政
府
の
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
へ
の
非

難
で
あ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ユ
ダ
ヤ
人
支
援
や
エ
チ
オ
ピ
ア
へ
の

支
援
活
動
で
あ
る
。
エ
チ
オ
ピ
ア
の
自
国
植
民
地
化
を
目
指
す
イ

タ
リ
ア
は
数
次
に
及
ぶ
侵
攻
を
企
て
、
一
九
三
五
年
に
は
、
毒
ガ

ス
を
用
い
る
な
ど
し
て
同
国
を
攻
略
し
、
そ
の
野
望
を
遂
げ
た
。

ラ
ン
グ
は
こ
れ
に
抗
議
し
、
ア
ビ
シ
ニ
ア
（A

byssinia

＝
エ
チ

オ
ピ
ア
の
旧
称
）
兵
へ
の
医
療
支
援
を
訴
え
た
。
ま
た
、
ス
ペ
イ

ン
内
戦
の
際
の
ド
イ
ツ
軍
に
よ
る
対
ゲ
ル
ニ
カ
攻
撃
や
、
日
本
軍

の
中
国
に
お
け
る
に
対
す
る
無
差
別
攻
撃
に
対
し
て
は
批
判
の
先

頭
に
立
っ
た
。

　

国
内
問
題
で
は
、
死
刑
廃
止
論
、
離
婚
承
認
問
題
、
教
会
税
問

題
、
公
立
学
校
に
お
け
る
宗
教
教
育
問
題
な
ど
が
検
討
の
対
象
と

な
っ
た
。
こ
れ
ら
と
並
ぶ
大
き
な
問
題
は
、
一
九
三
七
年
に
お
き

た
国
王
エ
ド
ワ
ー
ド
八
世
（Edw

arad V
III

）
の
、
ア
メ
リ
カ
女
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性
シ
ン
プ
ソ
ン
夫
人
と
の
結
婚
問
題
で
あ
っ
た
。
ラ
ン
グ
は
同
夫

人
と
の
交
際
を
や
め
る
よ
う
に
説
得
を
図
っ
た
が
成
功
せ
ず
、
国

王
は
結
婚
を
選
択
し
て
退
位
す
る
。
ラ
ン
グ
は
こ
の
問
題
に
対
し

て
国
王
に
厳
し
い
発
言
を
行
っ
て
い
る
。

　

一
九
三
九
年
に
第
二
次
世
界
大
戦
が
勃
発
し
た
が
、
ラ
ン
グ
は

無
差
別
攻
撃
へ
の
反
対
を
表
明
し
続
け
て
い
る
。
一
九
四
二
年
五

月
、
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
主
教
を
辞
任
し
た
が
、
上
院
議
員
と
し
て

の
役
割
は
引
き
続
き
担
っ
た
。
一
九
四
五
年
一
二
月
五
日
、
国
会

に
向
か
う
途
中
、
ロ
ン
ド
ン
の
キ
ュ
ー
ガ
ー
デ
ン
（K

ew
 

Gardens

）
駅
の
近
く
で
心
臓
発
作
を
起
こ
し
て
倒
れ
、
病
院
に

運
び
込
ま
れ
た
が
逝
去
し
た
。
享
年
八
一
歳
で
あ
っ
た
。

注
① 　

こ
こ
で
論
じ
て
い
る
ラ
ン
グ
主
教
の
経
歴
や
功
績
は
、
ウ
イ
キ
ペ
デ
ィ

ア
の
記
事
に
よ
っ
て
い
る
。

九
．
ヘ
ー
ズ
レ
ッ
ト
師
の
諸
役
職
の
辞
任
と
そ
の
後

　

一
九
三
七
（
昭
和
一
二
）
年
の
組
織
成
立
記
念
行
事
の
盛
り
上

が
り
は
、
皮
肉
に
も
日
本
聖
公
会
の
組
織
が
音
を
立
て
て
瓦
解
す

る
前
触
れ
で
も
あ
っ
た
。
否
、
す
で
に
じ
わ
じ
わ
と
進
ん
で
い
た

土
台
の
浸
食
が
こ
の
年
を
境
に
一
気
に
加
速
さ
れ
た
と
言
う
べ
き

か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
動
き
の
中
で
、
外
国
人
宣
教
師
を
排
除
し

よ
う
と
す
る
教
会
内
外
の
動
き
も
強
ま
り
、
ヘ
ー
ズ
レ
ッ
ト
師
は

一
九
三
七
年
の
末
ま
で
に
、
日
本
聖
公
会
の
総
会
議
長
、
教
務
院

総
裁
、
主
教
会
議
長
、
出
版
社
理
事
長
、
神
学
院
理
事
長
の
五
要

職
の
う
ち
、
総
会
議
長
、
教
務
院
総
裁
の
二
つ
の
役
を
辞
し
、
日

本
人
主
教
・
名
出
保
太
郎
主
教
に
後
を
委
ね
た
。
し
か
し
戦
時
色

の
強
ま
り
は
、
さ
ら
に
容
赦
な
く
キ
リ
ス
ト
教
会
を
巻
き
込
み
、

日
本
聖
公
会
側
も
そ
の
動
き
に
巻
き
込
ま
れ
、
あ
る
い
は
自
ら
を

投
じ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
一
例
と
し
て
、
一
九
三
八
年
四
月
の
終

わ
り
に
、
名
出
主
教
を
議
長
と
し
て
京
都
で
開
催
さ
れ
た
日
本
聖

公
会
の
第
一
九
回
総
会
で
は
、
時
局
を
先
取
り
す
る
か
の
よ
う

に
、
例
え
ば
資
料
（
四
）
の
よ
う
な
、「
我
等
国
民
精
神
總
動
員

ノ
主
旨
ヲ
体
シ
」「
皇
運
ヲ
扶
翼
シ
奉
リ
」
と
す
る
決
議
が
な
さ

れ
て
い
る
。

　

更
に
、
一
九
四
〇
年
の
八
月
、
救
世
軍
の
英
国
人
と
日
本
人
が

ス
パ
イ
容
疑
で
逮
捕
さ
れ
た
と
き
に
日
本
聖
公
会
は
い
ち
早
く
そ

の
対
応
措
置
を
と
っ
た
。「
組
織
の
上
部
を
英
国
人
の
宣
教
師
が

占
め
る
と
い
う
状
況
を
放
置
す
れ
ば
日
本
聖
公
会
自
体
の
存
続
基

盤
が
揺
る
ぎ
か
ね
な
い
、
と
憂
慮
し
た
名
出
主
教
と
松
井
主
教

は
、
四
〇
年
八
月
の
末
、
英
米
人
の
主
教
は
す
べ
て
主
教
会
か
ら

辞
任
す
る
よ
う
求
め
た
。
ヘ
ー
ズ
レ
ッ
ト
は
、
日
本
側
の
要
求
に

黙
っ
て
従
う
他
は
な
い
と
判
断
し
（
中
略
）、
こ
の
辞
任
要
求
に

よ
っ
て
対
日
布
教
活
動
に
は
終
止
符
が
打
た
れ
た
と
考
え
た
」注
①

と
ア
イ
オ
ン
氏
は
述
べ
、
そ
の
際
の
日
本
側
の
態
度
に
は
「
礼
儀

の
か
け
ら
も
な
か
っ
た
」
と
そ
の
非
礼
さ
を
指
摘
し
て
い
る
。



－ 49 －

　

四
〇
年
一
〇
月
、
ヘ
ー
ズ
レ
ッ
ト
師
は
、
他
の
外
国
人
主
教
の

辞
任
を
促
す
と
と
も
に
、
自
ら
も
南
東
京
地
方
部
主
教
を
辞
し
た
。

そ
の
こ
と
に
よ
り
師
は
、
他
の
外
国
人
の
主
教
た
ち
と
同
様
、
日

本
聖
公
会
と
の
一
切
の
公
式
な
関
係
を
断
た
れ
た
。
外
国
人
宣
教

師
の
全
面
的
な
撤
退
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
伴
い
、

「
地
方
部
」
か
ら
新
た
に
名
称
の
変
わ
っ
た
一
〇
の
「
教
区
」
に

日
本
人
主
教
が
就
任
し
た
。
も
と
よ
り
、
日
本
人
聖
職
の
管
理
運

営
の
も
と
で
、
自
主
・
自
立
の
教
会
と
な
る
こ
と
は
、
日
本
聖
公

会
が
そ
の
組
織
を
成
立
さ
せ
て
以
来
の
課
題
で
は
あ
っ
た
が
、
そ

の
実
現
は
、
教
会
の
成
長
・
発
展
に
伴
う
自
発
的
選
択
に
よ
る
も

の
で
は
な
く
、
こ
の
よ
う
に
、
宗
教
の
国
家
統
制
を
図
る
た
め
に

外
国
人
宣
教
師
を
追
放
し
、
外
国
か
ら
の
援
助
や
指
導
を
排
除
し

よ
う
と
す
る
、
国
の
宗
教
政
策
に
よ
る
強
制
、
あ
る
い
は
そ
の
強

制
へ
の
自
ら
の
自
衛
措
置
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
「
自
衛
措
置
」
も
、
し
か
し
、
聖
公
会
の
独
自
性
を

堅
持
す
る
こ
と
の
保
証
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
教
プ
ロ

テ
ス
タ
ン
ト
各
派
と
の
合
同
問
題
が
、
組
織
と
し
て
の
聖
公
会
を

根
底
か
ら
揺
さ
ぶ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
す
で
に
日
本
聖
公
会
と
の

公
式
な
関
係
は
断
た
れ
て
い
た
が
、
ヘ
ー
ズ
レ
ッ
ト
師
は
日
本
基

督
教
団
へ
の
加
入
に
強
く
懸
念
を
示
し
、
一
九
四
一
年
九
月
に
こ

う
書
い
て
い
る
。「
こ
の
連
合
（
日
本
基
督
教
団
）
の
将
来
に
つ

い
て
耳
に
す
る
の
は
、
疑
問
の
声
ば
か
り
で
す
。
連
合
に
霊
的
基

盤
な
ど
何
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
現
実
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
党

派
を
一
つ
の
傘
下
に
ま
と
め
、
同
一
の
活
動
に
従
事
さ
せ
た
い
と

い
う
、
最
近
の
日
本
政
府
の
正
気
を
逸
し
た
欲
求
を
満
た
す
試
み

な
の
で
す
。
私
が
推
測
す
る
限
り
、
個
々
の
教
会
は
以
前
と
同

様
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
を
こ
な
し
て
お
り
、
新
し
い
教
会
組
織
に

は
何
ら
注
意
を
払
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。（
以
下
略
）」注
②
。

　

日
本
聖
公
会
の
日
本
基
督
教
団
へ
の
参
加
を
め
ぐ
る
分
裂
に
つ

い
て
、
ア
イ
オ
ン
氏
が
行
っ
て
い
る
考
察
は
、
興
味
深
い
見
解
を

含
ん
で
い
る
の
で
、
長
く
な
る
が
以
下
に
引
用
し
た
い
。

　
「
名
出
主
教
、
松
井
主
教
は
、
新
し
く
主
教
と
な
っ
た
日
本
人

ら
と
も
に
、
参
加
を
支
持
す
る
グ
ル
ー
プ
の
指
導
的
な
存
在
と

な
っ
た
。
し
か
し
佐
々
木
鎮
次
と
八
代
斌
助
ら
一
部
の
人
は
、
連

合
に
参
加
し
な
い
こ
と
を
（
中
略
）
選
択
し
た
。
政
府
の
意
向
に

反
し
て
で
も
ア
ン
グ
リ
カ
ン
で
あ
り
続
け
る
、
と
い
う
こ
の
選
択

を
な
さ
し
め
た
の
は
、
日
本
へ
の
愛
国
心
で
あ
っ
た
。
佐
々
木
ら

が
あ
え
て
当
局
に
反
逆
し
た
の
は
、
日
本
基
督
教
団
が
提
供
す
る

も
の
よ
り
も
、
日
本
聖
公
会
が
代
表
す
る
監
督
制
度
の
ほ
う
が
、

日
本
人
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
と
っ
て
は
優
れ
た
宗
教
組
織
で
あ
る

と
考
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
人
び
と
は
宗
教
的
信
念

の
た
め
で
あ
れ
ば
投
獄
さ
れ
る
覚
悟
が
で
き
て
い
た
と
も
考
え
ら

れ
る
が
、
か
り
に
そ
う
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
戦
時
中
に
彼
ら
が

日
本
聖
公
会
の
存
在
を
守
り
ぬ
い
た
の
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
や

愛
国
心
が
欠
け
て
い
た
か
ら
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
れ
ら
が
備

わ
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
」注
③
。
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ア
イ
オ
ン
氏
の
こ
の
見
解
が
正
鵠
を
得
て
い
る
と
す
れ
ば
、
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
や
愛
国
心
こ
そ
、
明
治
以
来
の
日
本
人
の
キ
リ
ス

ト
教
信
仰
の
骨
格
と
な
っ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
キ
リ
ス

ト
教
を
支
え
、
ま
た
逆
に
キ
リ
ス
ト
教
を
国
家
に
服
従
さ
せ
る
元

凶
に
も
な
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

注
①　

ア
イ
オ
ン
③
三
三
四
頁

注
② 　

LPL. Lang Papers. V
olum

e 185: 1942. Letter from
 Bishop 

Sam
uel H

easlett, Septem
ber 16 1941.　

ア
イ
オ
ン
③
三
三
三
頁
よ
り

引
用

注
③　

ア
イ
オ
ン
③
三
三
四
頁

一
〇
．
ヘ
ー
ズ
レ
ッ
ト
主
教
の
逮
捕
・
収
監

　

ヘ
ー
ズ
レ
ッ
ト
主
教
の
逮
捕
・
収
監
は
ス
パ
イ
容
疑
に
よ
る
も

の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
同
主
教
に
対
す
る
取
り
調
べ
の

過
程
で
、
そ
の
具
体
的
嫌
疑
は
次
の
三
点
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

と
な
っ
た
注
①
。

　
（
１
）「
我
々
は
、
お
前
た
ち
が
、
公
的
な
英
国
情
報
委
員
会
の

活
動
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
と
言
う
印
刷
物
の
証
拠
を
も
っ
て
い
る
」。

　
（
２
）「
我
々
は
、
お
前
が
友
人
、
特
に
、
日
本
人
に
、
日
本
の

食
糧
問
題
、
中
国
に
お
け
る
戦
争
な
ど
に
つ
い
て
話
し
て
い
る
と

疑
っ
て
い
る
」。

　
（
３
）「
お
前
は
長
く
日
本
に
い
る
の
で
、
言
葉
が
良
く
分
か

り
、
あ
ち
こ
ち
に
旅
行
を
し
て
い
る
か
ら
、
お
前
の
知
っ
て
い
る

要
点
に
基
づ
い
て
、
大
使
に
情
報
を
提
供
し
て
き
た
に
違
い
な

い
。
我
々
は
そ
う
信
じ
て
お
り
、
だ
か
ら
お
前
は
ス
パ
イ
に
違
い

な
い
」。

　

そ
し
て
こ
の
嫌
疑
に
対
し
て
ヘ
ー
ズ
レ
ッ
ト
師
は
以
下
の
よ
う

に
書
い
て
い
る
。

　
「
以
上
が
、
全
て
の
取
調
べ
の
基
本
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
は

で
っ
ち
上
げ
で
あ
っ
た
。
警
察
官
の
観
念
に
あ
る
こ
の
考
え
を
変

え
る
こ
と
は
ど
う
し
て
も
出
来
な
か
っ
た
。
結
局
最
後
に
は
、
食

糧
不
足
が
あ
り
、
中
国
で
戦
争
が
あ
り
、
兵
士
た
ち
が
行
き
来
し

て
い
る
と
い
う
、
通
常
の
事
柄
か
ら
生
じ
る
い
か
な
る
も
の
で

も
、
そ
れ
ら
を
知
る
こ
と
は
疑
わ
し
く
、
い
や
、
犯
罪
的
な
行
為

で
あ
る
と
見
な
さ
れ
る
こ
と
が
明
瞭
に
な
っ
た
。
実
に
、
日
本
に

住
む
人
は
誰
で
も
、
目
が
見
え
ず
、
耳
が
聞
こ
え
ず
、
口
が
利
け

な
い
こ
と
を
自
分
で
証
明
で
き
な
い
限
り
、
逮
捕
さ
れ
処
罰
さ
れ

兼
ね
な
い
の
で
あ
る
」注
②
。

　

結
局
同
師
は
不
起
訴
と
な
り
、
満
四
か
月
を
経
た
最
終
日
に
釈

放
さ
れ
た
。
上
の
文
章
に
も
あ
る
よ
う
に
、
全
て
が
で
っ
ち
あ
げ

で
あ
る
こ
の
逮
捕
は
、
さ
す
が
に
起
訴
す
る
に
足
る
容
疑
を
固
め

る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
注
③
。

注
①　

獄
中
記　

九
二
～
九
三
頁
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注
②　

獄
中
記　

九
三
頁

注
③ 　

塚
田
氏
の
論
考
お
よ
び
他
の
い
く
つ
か
の
史
料
で
は
、
ヘ
ー
ズ
レ
ッ
ト

師
の
逮
捕
に
適
用
さ
れ
た
法
令
を
「
治
安
維
持
法
」
と
し
て
い
る
。
し
か

し
筆
者
は
、
獄
中
記
の
注
で
記
し
た
よ
う
に
、
そ
れ
を
「
国
防
保
安
法
」

で
あ
ろ
う
と
推
定
し
て
い
る
。
ス
パ
イ
容
疑
と
い
う
こ
と
か
ら
見
て
、
後

者
の
ほ
う
が
よ
り
適
用
に
近
い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

一
一
．
結
び
に
代
え
て

　

塚
田
氏
は
、
セ
ロ
・
パ
ウ
ル
ス
（Cyrill H

.Pow
ls

）
氏
注
①
が
、

そ
の
著
書
『
一
九
世
紀
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
の
宣
教
師
』注
②
の
中
で

指
摘
し
て
い
る
、「
芝
派
」注
③
と
呼
ば
れ
る
イ
ギ
リ
ス
人
宣
教
師

の
特
徴
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
極
め
て
的
確
で
あ
る
と
評
価
し
て
い

る
注
④
。
パ
ウ
ル
ス
が
芝
派
の
特
徴
と
し
て
あ
げ
て
い
る
の
は
次

の
諸
点
、
即
ち
、「
遠
慮
深
さ
」、「
温
情
主
義
」、「
愛
国
心
」、

「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
具
体
的
内
容
を
こ
こ

で
精
査
す
る
余
裕
は
な
い
が
、
塚
田
が
言
う
よ
う
に
こ
れ
ら
は

「
極
め
て
典
型
的
な
英
国
人
気
質
を
現
す
も
の
と
言
っ
て
も
よ
い

で
あ
ろ
う
」。
と
こ
ろ
で
、
ヘ
ー
ズ
レ
ッ
ト
主
教
は
、
ア
ン
デ
レ

教
会
構
内
に
住
ん
で
い
た
こ
と
が
あ
る
と
は
い
え
、
こ
の
「
芝

派
」
と
呼
ば
れ
る
人
た
ち
と
は
、
時
代
も
所
属
宣
教
協
会
も
同
じ

で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
特
徴
は
、
な
ん

と
同
師
に
も
当
て
は
ま
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
同
師
の
特
徴
を
、
敢

え
て
こ
れ
に
加
え
れ
ば
「
ユ
ー
モ
ア
」「
忍
耐
強
さ
」「
寛
容
さ
」

な
ど
で
あ
ろ
う
か
。

　

ア
イ
オ
ン
氏
は
、
イ
ギ
リ
ス
宣
教
協
会
の
非
力
と
衰
退
を
指
摘

し
て
い
る
が
、
し
か
し
、
宣
教
開
始
以
来
日
本
に
わ
た
り
多
く
の

障
碍
と
不
便
と
労
苦
の
下
で
活
躍
し
た
、
英
米
加
か
ら
の
宣
教
師

（
女
性
を
含
む
）
は
驚
く
べ
き
数
に
上
る
。
そ
し
て
、
ヘ
ー
ズ

レ
ッ
ト
主
教
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
人
格
的
特
質
が
ど
れ
ほ
ど
多

く
の
日
本
人
を
信
徒
へ
の
道
に
導
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
こ

と
は
私
た
ち
に
と
っ
て
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
大
い
な
る
遺
産

で
あ
る
。

注
① 　

カ
ナ
ダ
聖
公
会
宣
教
協
会
派
遣
の
宣
教
師
。 

一
九
四
九
年
か
ら
一
九
七

一
年
ま
で
日
本
に
滞
在
し
、
そ
の
間
、
カ
ナ
ダ
聖
公
会
代
表
、
聖
公
会
神

学
院
教
授
を
務
め
た
。
一
九
七
九
年
に
は
、
東
北
教
区
主
教
に
選
任
さ
れ

た
が
、
辞
退
し
た
。

注
② 　

Cyrill H
am

ilton Pow
les V

ictorian M
issionaries in M

eiji Japan: 

the Shiba Sect: 1873-1900 U
niv of T

oronto-Y
ork U

niv. Joint 

Centre on M
odern East A

sia, 1987.

注
③ 　

明
治
期
に
芝
の
聖
ア
ン
デ
レ
教
会
を
拠
点
と
し
て
活
動
し
た
イ
ギ
リ
ス

人
宣
教
師
。
そ
の
代
表
は
Ａ
・
Ｃ
・
シ
ョ
ウ
で
あ
ろ
う
。

注
④ 　

塚
田
④
二
二
五
～
二
三
三
頁
。
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一
二
．
付
記

　

筆
者
は
、
本
論
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
、
ア
イ
オ
ン
氏
に
、
氏
の

所
論
の
紹
介
・
引
用
を
し
た
い
旨
の
連
絡
を
と
っ
た
が
、
同
氏
か

ら
は
そ
れ
へ
の
快
諾
と
と
も
に
「
私
は
、
ヘ
ー
ズ
レ
ッ
ト
師
お
よ

び
、
一
九
三
〇
年
代
に
日
本
聖
公
会
が
遭
遇
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
困

難
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
同
師
が
果
た
し
た
努
力
に
並
々
な
ら
ぬ

敬
意
を
い
だ
い
て
い
ま
す
」
と
の
ご
返
事
を
い
た
だ
い
た
。

　

筆
者
が
ア
イ
オ
ン
氏
の
論
文
に
初
め
て
触
れ
た
の
は
、
オ
ー
ド

リ
ー
・
Ｓ
・
ト
ー
ク
ス
（A

udrey Sansbury T
alks

）
さ
ん
か

ら
、
ア
イ
オ
ン
④
の
コ
ピ
ー
を
イ
ギ
リ
ス
か
ら
送
っ
て
い
た
だ
い

た
こ
と
に
よ
る
。
ト
ー
ク
ス
さ
ん
は
そ
の
著
『
二
つ
の
日
本
』
の

中
で
、
太
平
洋
戦
争
前
の
約
一
〇
年
間
を
、
神
学
院
教
授
と
し
て

日
本
で
過
ご
さ
れ
た
、
父
君
・
サ
ン
ス
ベ
リ
ー
師
に
つ
い
て
詳
述

し
て
い
る
。
サ
ン
ス
ベ
リ
ー
氏
は
、
来
日
当
初
に
横
浜
港
で
、

へ
ー
ズ
レ
ッ
ト
主
教
の
出
迎
え
を
受
け
て
以
来
、
同
主
教
と
の
親

交
が
続
い
た
。
そ
の
関
係
は
、
両
師
が
戦
争
の
た
め
に
日
本
を
離

れ
、
イ
ギ
リ
ス
に
帰
っ
た
後
も
絶
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ト
ー

ク
ス
さ
ん
は
、
筆
者
と
の
メ
イ
ル
の
や
り
取
り
の
中
で
次
の
よ
う

に
書
い
て
お
ら
れ
る
。「
私
は
、
ヘ
ー
ズ
レ
ッ
ト
主
教
が
、
戦
後
、

リ
ン
カ
ー
ン
の
私
た
ち
の
家
に
訪
ね
て
こ
ら
れ
た
と
き
の
こ
と
を

覚
え
て
い
ま
す
。
当
時
父
は
、
リ
ン
カ
ー
ン
の
神
学
校
の
校
長
を

し
て
お
り
、
多
く
の
来
客
が
あ
り
ま
し
た
。
で
も
私
は
、
ヘ
ー
ズ

レ
ッ
ト
主
教
が
来
訪
し
滞
在
さ
れ
た
こ
と
を
格
別
に
記
憶
し
て
い

ま
す
。
な
ぜ
か
と
い
え
ば
、
師
は
、
私
の
両
親
の
在
日
時
代
の
特

に
重
要
な
方
で
あ
り
、
父
母
は
よ
く
そ
の
こ
と
を
話
し
て
い
た
か

ら
で
す
。
で
す
か
ら
私
も
同
主
教
と
お
会
い
す
る
の
は
特
に
楽
し

み
だ
っ
た
の
で
す
」。

　

ヘ
ー
ズ
レ
ッ
ト
主
教
は
、
戦
争
終
結
わ
ず
か
二
年
後
に
天
に
召

さ
れ
た
。

　

本
文
中
の
英
文
の
訳
出
に
あ
た
っ
て
は
、
北
條
鎮
雄
氏
の
ご
協

力
を
得
た
。
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

一
三
．
資
料

資
料
（
一
）　 

Ｌ
・
Ｅ
・
リ
ー
氏
に
よ
る
、「
ア
ル
バ
ー
ト
ホ
ー
ル

集
会
」
の
様
子

　
「
大
主
教
が
座
長
の
席
に
着
か
れ
ま
し
た
。
何
人
か
の
方
が
話

さ
れ
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
、
落
ち
着
い
て
穏
や
か
に
話
さ
れ
ま
し

た
。
お
一
人
は
、
現
地
の
状
況
を
調
査
す
る
た
め
に
中
国
に
行
か

れ
た
リ
ッ
ト
ン
卿
で
し
た
。
彼
は
事
実
を
知
っ
て
い
ま
し
た
か

ら
、
感
情
に
訴
え
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
も
う
一
人
は

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
中
国
人
教
育
者
で
し
た
。
彼
は
キ
リ
ス
ト
教
主

義
の
立
場
か
ら
日
本
人
の
横
暴
に
つ
い
て
語
り
ま
し
た
。
そ
の

他
、
何
人
か
の
人
が
話
し
ま
し
た
が
注
①
、
そ
の
一
人
は
イ
ギ
リ

ス
人
の
牧
師
で
し
た
。
次
は
、
ボ
ナ
ム
・
キ
ャ
ス
タ
ー
卿
夫
人
の
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番
で
し
た
。
彼
女
は
他
の
人
々
よ
り
も
遅
れ
て
来
ま
し
た
。
そ
れ

ま
で
は
、
集
会
は
静
か
で
、
大
主
教
も
感
情
を
抑
え
て
お
ら
れ
ま

し
た
。
次
い
で
、
レ
イ
デ
ィ
ー
・
ボ
ナ
ム
が
意
見
を
述
べ
ら
れ
た

の
で
す
が
、
彼
女
は
、
会
衆
が
沸
き
立
つ
き
っ
か
け
を
待
っ
て
い

る
の
を
読
み
取
り
、
そ
の
チ
ャ
ン
ス
を
掴
ん
だ
の
で
す
。『
皆
さ

ん
、
立
ち
上
が
っ
て
行
動
し
ま
し
ょ
う
。
さ
あ
、
皆
さ
ん
』
と
、

彼
女
は
拳
を
振
り
上
げ
て
気
勢
を
上
げ
る
の
で
し
た
。
彼
女
は
、

き
れ
い
な
人
で
、
身
な
り
も
立
派
で
し
た
し
、
滔
々
と
こ
の
集
会

の
趣
旨
を
述
べ
る
の
で
し
た
。
彼
女
は
、
割
れ
る
よ
う
な
大
拍
手

を
も
っ
て
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

聴
衆
の
な
か
か
ら
一
人
の
男
が
演
壇
の
と
こ
ろ
ま
で
走
り
出
て
来

て
、
四
人
の
警
官
に
取
り
押
さ
え
ら
れ
、
ホ
ー
ル
か
ら
連
れ
出
さ

れ
て
い
く
と
い
っ
た
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
り
ま
し
た
。

ラ
ン
グ
大
主
教
は
冷
静
で
、
こ
れ
以
上
の
示
威
行
動
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
し
、
何
の
決
議
も
行
な
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
先
ほ
ど

の
拍
手
以
外
に
は
何
事
も
起
こ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
集
会
は
終
り

ま
し
た
。
大
主
教
と
説
教
者
が
演
題
を
立
ち
去
っ
た
あ
と
、
こ
れ

を
見
る
こ
と
の
出
来
な
か
っ
た
人
々
の
た
め
に
、
再
度
、
最
初
の

フ
ィ
ル
ム
が
上
映
さ
れ
ま
し
た
」。注
②

資
料
（
二
）　 『
基
督
教
週
報
』
掲
載
の
ラ
ン
グ
主
教
宛
抗
議
電
報

に
関
す
る
記
事

　
「　

英
国
大
監
督
浅
慮
の
行
動

　
（
前
略
）
日
本
聖
公
は
支
那
の
悪
宣
伝
に
乗
ぜ
ら
れ
た
認
識
の

不
足
よ
り
せ
る
判
断
に
基
づ
き
、
大
監
督
と
も
あ
ろ
う
も
の
が
此

く
の
如
き
集
会
を
司
る
こ
と
の
不
条
理
、
且
つ
国
際
的
の
影
響
の

大
な
る
も
の
な
る
こ
と
、
日
本
聖
公
会
は
日
本
の
独
立
な
国
民
教

会
で
あ
る
が
大
監
督
の
此
る
行
動
は
日
本
聖
公
会
及
び
一
般
の
日

本
基
督
教
会
の
将
来
に
頗
る
大
き
な
不
利
を
斉
ら
す
べ
き
も
の
な

る
事
等
か
ら
、
日
本
聖
公
会
は
之
を
も
っ
て
重
大
な
問
題
な
り
と

し
、
日
本
聖
公
会
総
裁
の
公
け
の
名
を
以
て
大
監
督
に
強
い
言
の

抗
議
の
電
報
を
打
っ
た
。（
中
略
）
閣
下
願
く
は
再
考
せ
よ
と
い

う
意
味
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。（
後
略
）

 

（『
基
督
教
週
報
』
第
一
七
六
六
号
）」注
③

資
料
（
三
）　 

ア
ル
バ
ー
ト
・
ホ
ー
ル
集
会
に
関
す
る
カ
ン
タ
ベ

リ
ー
大
主
教
か
ら
の
返
書

　
「
昭
和
十
二
年
十
月
三
日
ア
ル
バ
ー
ト
・
ホ
ー
ル
反
日
大
会
に

関
す
る
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
監
督
よ
り
の
書
翰

　
（
本
書
翰
は
日
本
聖
公
会
等
の
抗
議
的
電
報
に
対
す
る
日
本
聖

公
会
監
督
ヘ
ズ
レ
ッ
ト
宛
の
返
書
に
し
て
、
本
年
（
十
三
年
）
一

月
八
日
同
会
教
務
院
に
於
て
翻
訳
教
会
幹
部
の
み
に
配
布
し
一
般

に
公
表
せ
ざ
り
し
も
の
な
り
。）

　
（
前
略
）
自
分
は
、
日
本
人
の
愛
国
心
、
国
民
的
感
情
が
、
こ

と
の
ほ
か
熾
烈
で
あ
る
こ
と
を
能
く
知
っ
て
居
る
。
従
っ
て
、
自

分
の
行
為
若
し
く
は
言
論
が
、
日
本
の
教
会
が
す
で
に
受
け
つ
つ
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あ
る
困
惑
と
憂
慮
を
増
す
こ
と
に
な
る
の
な
ら
ば
之
は
実
に
遺
憾

千
万
で
あ
る
。

　

一 
、
然
し
乍
ら
、
中
国
に
お
け
る
日
本
の
陸
海
軍
司
令
官
が
、

此
悲
惨
な
戦
争
を
如
何
に
指
揮
し
て
い
た
か
を
、
貴
下
及
び

信
徒
諸
氏
が
、
ど
の
程
度
に
、
知
っ
て
居
ら
る
ゝ
か
を
疑
は

ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
予
は
日
本
で
行
は

れ
た
甚
だ
厳
重
な
新
聞
紙
の
検
閲
が
あ
り
、
ま
た
国
家
的
宣

伝
の
活
動
に
就
い
て
も
能
く
知
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

（
中
略
）

　

二 

、（
中
略
）
英
国
各
教
団
の
代
表
者
は
、
一
様
に
日
本
国
民

の
考
慮
を
求
め
る
こ
と
に
同
意
し
た
が
、
前
述
の
よ
う
に
こ

れ
は
何
ら
の
敵
意
か
ら
出
た
も
の
で
な
い
。
当
時
我
ら
が
事

実
と
し
て
知
り
得
た
る
処
に
基
け
ば
、
そ
れ
は
基
督
教
の
主

義
に
も
人
道
の
主
義
に
も
一
様
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
と
見

へ
た
か
ら
、
私
は
沈
黙
を
守
る
こ
と
が
出
来
な
か
つ
た
。

　

三 

、（
中
略
）
目
下
予
は
、
本
月
二
十
九
日
、
ウ
エ
ス
ト
ミ
ン

ス
タ
ア
ベ
ー
に
於
て
行
ふ
日
本
聖
公
会
五
十
年
記
念
礼
拝
と

中
華
聖
公
会
二
十
五
年
記
念
礼
拝
の
為
に
準
備
中
で
あ
る
。

予
は
此
事
に
依
て
之
ら
二
教
会
と
英
国
聖
公
会
と
の
間
の
結

び
が
強
化
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
信
ず
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　

千
九
百
三
十
七
年
十
月
二
十
七
日

 

閣
下
の
最
も
誠
実
な
る　

コ
ズ
モ
・
カ
ン
タ
ー
」注
④

資
料
（
四
）　
日
本
聖
公
会
総
会
に
お
け
る
決
議
案

　

決
議
第
六
号　

時
局
に
対
す
る
決
議
案

　
「
日
本
聖
公
会
第
一
九
総
会
ハ　

今
次
支
那
事
変
勃
発
以
来　

皇
軍
ノ
不
撓
不
屈　

盡
忠
報
国
ノ
至
誠
ニ
対
シ
深
ク
景
仰
感
銘
シ　

我
等
国
民
精
神
總
動
員
ノ
主
旨
ヲ
体
シ　

堅
忍
持
久　

各
々
其
ノ

地
位
ニ
於
テ
奉
公
ノ
誠
ヲ
効
シ
上　

皇
運
ヲ
扶
翼
シ
奉
リ　

我
ガ

公
會
本
来
ノ
使
命
タ
ル　

傳
道
報
国
ニ
邁
進
セ
ン
コ
ト
ヲ
期
ス

（
以
下
略
）」（
引
用
者
注
＝
引
用
に
あ
た
り
、
語
句
間
に
隙
間
を

挿
入
し
た
）注
⑤

注
① 　

引
用
者
に
よ
る
注
＝
こ
の
集
会
で
の
発
言
者
は
、
ラ
ン
グ
主
教
の
ほ
か
、

Prof. Chang Peng-Chun, Rt. H
on. Earl of Lytton, Rev. Sidney 

Berry, Lady V
iolet Bonham

-Carter, Rt. H
on. H

erbert M
orrison

の
諸
氏
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
、
リ
ッ
ト
ン
卿
は
、
国
際
連
盟
に
よ
る
、

満
州
国
で
の
現
地
調
査
の
結
果
を
「
リ
ッ
ト
ン
報
告
書
」
と
し
て
ま
と
め

た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。

注
② 　

レ
オ
ノ
ラ
・
エ
デ
ィ
ス
・
リ
ー
「
戦
中
覚
え
書
」『
松
蔭
女
子
学
院
史
料
』

第
８
集　

二
〇
～
二
一
頁　

松
蔭
女
子
学
院　

２
０
０
８

注
③ 　

小
林
正
男
編
『
史
料
が
語
る
戦
時
下
の
日
本
聖
公
会
（
二
）「
日
中
戦
争

と
公
会
信
仰
の
試
練
（
昭
和
一
二
年
～
一
六
年
）』
七
頁
よ
り
再
引
用

注
④ 　

同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
キ
リ
ス
ト
教
社
会
問
題
研
究
会
共
編

『
戦
時
下
の
キ
リ
ス
ト
教
運
動
：
特
高
資
料
に
よ
る
昭
和
11
年
―
19
年
』
第

１
昭
和
11
年
―
15
年　

八
六
頁
か
ら
再
引
用
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注
⑤ 　

小
林
正
男
編
『
史
料
が
語
る
戦
時
下
の
日
本
聖
公
会
（
二
）』
六
頁

一
四
．
引
用
・
参
考
文
献
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．IO
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十
字
架
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勝
利
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た
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英
国
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よ
る
対
日
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教
活
動
の
概
観
（
一
八
六
九
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一
九
四
五
年
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都
築
忠
七
、
Ｇ
・
ダ
ニ
エ
ル
ズ
、
草
光
敏
雄

編
『
日
英
交
流
史　

1600-2000　
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社
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文
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』
東
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大
学
出
版
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収
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５ 

．
塚
田
理
『
日
本
聖
公
会
の
形
成
と
課
題
』（
聖
公
会
出
版　

昭

和
五
三
年
）

６ 

．
塚
田
理
『
天
皇
制
下
の
キ
リ
ス
ト
教　

日
本
聖
公
会
の
戦
い

と
苦
難
』（
新
教
出
版
社　

一
九
八
一
）

７ 

．
塚
田
理
『
初
期
日
本
聖
公
会
の
形
成
と
今
井
寿
道
』（
聖
公
会

出
版　

一
九
九
二
）

８ 

．
塚
田
理
『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
宗
教　

ア
ン
グ
リ
カ
ニ
ズ
ム
の

歴
史
と
そ
の
特
質
』（
教
文
館
二
〇
〇
六
）

９ 

．
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
キ
リ
ス
ト
教
社
会
問
題
研

究
会
編
『
戦
時
下
の
キ
リ
ス
ト
教
運
動
：
特
高
資
料
に
よ
る
昭

和
11
年
―
19
年
』　

新
教
出
版
社　

一
九
七
二

10 
．
小
林
正
男
編
『
史
料
が
語
る
戦
時
下
の
日
本
聖
公
会
（
二
）

日
中
戦
争
と
公
会
信
仰
の
試
練
（
昭
和
一
二
年
～
一
六
年
）』

11 

．
レ
オ
ノ
ラ
・
エ
デ
ィ
ス
・
リ
ー
「
戦
中
覚
え
書
」『
松
蔭
女

子
学
院
史
料
』
第
８
集　

松
蔭
女
子
学
院　

２
０
０
８
年

12 

．
日
本
聖
公
会
歴
史
編
纂
委
員
会
編
『
あ
か
し
び
と
た
ち
』
日

本
聖
公
会
出
版
事
業
部　

昭
和
四
九
年

13 

．
日
本
聖
公
会
歴
史
編
纂
委
員
会
編　

松
平
惟
太
郎
著　
『
日

本
聖
公
会
百
年
史
』
日
本
聖
公
会
教
務
院
文
書
局　

昭
和
三
四

年
14 
．
立
教
学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー
編
『
立
教
大
学
の
歴
史
』
立
教

大
学　

２
０
０
７
年

15 

．
浦
地
洪
一　
『
日
本
聖
公
会
宣
教
１
５
０
年
の
軌
跡
』
日
本
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聖
公
会
管
区
事
務
所　

２
０
１
２
年

16 
．
日
本
聖
公
会
横
浜
教
区
歴
史
編
纂
委
員
『
み
名
に
よ
り
て

　
　

横
浜
教
区
１
２
５
年
の
歩
み　
　

』　

聖
公
会
出
版　

１

９
９
８
年

17 

．
松
平
惟
太
郎
「
聖
公
会
神
学
院
史
」『
神
学
の
声
』
第
三
巻

第
一
号　

聖
公
会
神
学
院　

昭
和
三
一
年
（
聖
公
会
神
学
院
史

編
纂
委
員
会
『
聖
公
会
神
学
院
１
０
０
年
記
念
誌
』　

聖
公
会

神
学
院　

二
〇
一
一
年
に
転
載
。
な
お
同
誌
十
頁
に
は
、
大
正

六
年
の
夏
季
修
養
会
の
お
り
の
出
席
者
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て

お
り
、
そ
こ
に
は
、
ケ
リ
ー
〈
英
〉、
ス
パ
ッ
ク
マ
ン
〈
米
〉、

ヘ
ー
ズ
レ
ッ
ト
〈
英
・
Ｃ
Ｍ
Ｓ
〉
各
教
授
が
並
ん
で
写
っ
て
い

る
。）

18 

．『
英
国
人
宣
教
師 

ラ
イ
オ
ネ
ル　

チ
ャ
モ
レ
ー
師
の
日
記
』

①
（
日
本
聖
公
会
文
書
保
管
委
員
会
編
集
、
日
本
聖
公
会
管
区

事
務
所
発
行
、
聖
公
会
出
版
販
売　

二
〇
一
五
年
）


